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存
在
論
と
超
越
論
哲
学

「
一
般
」

に
定
位
し
た
『
純
粋
理
性
批
判
』

へ
の
接
近

細

川

亮

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
「
一
般
」
ロ
宮
岳
山
己
主
と
い
う
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
『
純
粋
理
性
批
判
』
が
そ
の
内
を

動
い
て
い
る
次
元
を
指
し
示
す
重
要
な
術
語
と
と
も
に
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
物
一
般
」
（
対
象
一
般
、
客
観
一
般
）
、
「
直
観
一

般
」
、
「
経
験
一
般
」
、
そ
し
て
「
意
識
一
般
」
。
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
「
超
越
論
的
」
と
い
う
術
語
を
最
初
に
導
入
す
る
際
に
、

「
一
般
」
と
い
う
語
が
そ
の
規
定
に
含
ま
れ
て
い
る
。
第
二
版
で
の
演
揮
論
に
お
い
て
「
直
観
一
般
」
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
総
合
判
断
の
最
高
原
則
」
は
「
経
験
一
般
」
と
「
経
験
」
の
区
別
を
理
解
し
な
い
限
り
、
同
語
反
復
に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ

う
「
一
般
」
と
い
う
語
は
、
「
純
粋
理
性
批
判
」
が
そ
の
内
を
動
い
て
い
る
次
元
を
指
し
示
す
言
葉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
我
々
の
課
題
は
、

「
一
般
」
と
い
う
語
に
定
位
し
て
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
接
近
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
試
み
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
存
在

論
と
超
越
論
哲
学
」
と
い
う
問
題
に
突
き
当
た
る
だ
ろ
う
。
「
一
般
」
と
い
う
些
細
と
見
え
る
言
葉
に
定
位
す
る
解
釈
を
導
く
我
々
の
態
度

は
、
ウ
ェ

l
パ
l
の
言
葉
の
内
に
求
め
ら
れ
る
。

「
い
わ
ば
遮
眼
革
を
付
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
、
こ
の
写
本
の
こ
の
箇
所
を
正
し
く
判
読
す
る
か
否
か
に
、
自
分
の
運
命
が
か

か
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
に
強
く
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
は
、
無
論
学
問
に
縁
遠
い
。
」
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七
四

物
一
般
と
存
在
論

「
一
般
」
に
定
位
し
た
『
純
粋
理
性
批
判
』
解
釈
の
試
み
と
し
て
、
高
坂
正
顕
の
論
文
「
物
一
般
と
意
識
一
般
i
｜
一
般
と
い
う
言
葉
の

意
味
に
つ
い
て
｜
｜
」
が
あ
る
。
極
め
て
多
く
の
用
例
に
基
づ
こ
う
と
す
る
彼
の
姿
勢
は
、
文
献
学
的
解
釈
の
試
み
と
し
て
正
し
い
と
思

う
。
し
か
し
こ
の
論
文
は
同
時
に
テ
キ
ス
ト
内
在
主
義
の
限
界
と
危
険
性
を
も
示
し
て
い
る
。
高
坂
の
論
文
に
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
の

は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
問
題
構
制
を
規
定
し
て
い
る
「
西
洋
哲
学
（
存
在
論
）
と
い
う
背
景
」
へ
の
視
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
の

欠
如
故
に
、
そ
の
意
図
と
し
て
「
あ
り
し
が
ま
ま
の
カ
ン
ト
に
帰
り
た
い
と
い
う
希
求
」
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ン
ト
と
異
質
な

西
田
哲
学
の
思
弁
が
彼
の
解
釈
の
枠
組
み
を
支
配
し
て
し
ま
う
。
「
物
一
般
と
意
識
一
般
」
を
載
せ
て
い
る
『
カ
ン
ト
解
釈
の
問
題
』
の
序

で
、
高
坂
は
ク
リ
ュ

l
ガ
l
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
言
葉
が
「
一
般
と
い
う
語
の
意
味
に
つ
い
て
」
の
彼
の
試
み
を
別

の
方
向
に
導
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
し
あ
た
り
こ
の
ク
リ
ュ

l
ガ

l
の
言
葉
を
出
発
点
と
し
て
、
「
一
般
」
に
定
位
し
た
『
純
粋
理
性
批

判
』
へ
の
接
近
を
、
高
坂
と
違
っ
た
道
へ
も
た
ら
し
た
い
。
そ
れ
は
「
物
一
般
と
存
在
論
」
ι

の
問
題
圏
で
あ
る
。
高
坂
が
引
用
し
て
い
る

ク
リ
ュ

l
ガ
l
の
言
葉
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

「
『
物
一
般
』
｜
｜
そ
れ
は
ス
コ
ラ
哲
学
の

g田
宮

m
g
k
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
を
か
守
（
『
形
而
上
学
』
コ
）
に
対
す
る
ヴ
オ

ル
フ
の
ド
イ
ツ
語
の
術
語
で
あ
る
。
」

ヴ
ォ
ル
フ
『
第
一
哲
学
あ
る
い
は
存
在
論
』
は
、
そ
の
第
一
節
で
存
在
論
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
「
存
在
論
あ
る
い
は
第
一
哲

学
は
、
存
在
者
一
般
の
学
、
あ
る
い
は
存
在
者
で
あ
る
限
り
で
の
存
在
者
の
学
（
包

g広州
W
O
E
－－ロ
moss－白
2
宮
包

g
g
g帥
）
で

あ
る
。
」
ヴ
ォ
ル
フ
の
ド
イ
ツ
語
著
作
『
神
と
世
界
と
人
間
の
心
の
、
な
ら
び
に
す
べ
て
の
物
一
般
（
包
括
o
o
Z岳
き
宮
）
の
理
性
的
思

想
』
は
、
特
殊
形
市
上
学
の
主
題
（
神
、
世
界
、
人
聞
の
心
）
と
一
般
形
而
上
学
（
存
在
論
）
の
主
題
（
物
一
般
）
、
そ
し
て
そ
う
し
た
主

題
へ
の
接
近
方
法
（
理
性
的
思
想
、
つ
ま
り
理
性
に
よ
る
認
識
）
を
表
現
し
て
い
る
。
存
在
論
の
主
題
が
物
一
般
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の



存
在
論
を
含
む
第
二
章
の
表
題
「
我
々
の
認
識
と
す
べ
て
の
物
一
般
の
第
一
根
拠
に
つ
い
て
」
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
存
在
論
と
し
て
の

「
存
在
者
一
般
の
学
」
が
「
物
一
般
に
つ
い
て
の
学
」
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
訳
語
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
。
ロ
回
目
ロ
問
。
ロ
何
百
は
ロ
山
口
mロ
ず

R－

Eig宮
と
訳
さ
れ
る
。
吉

m
O
5
5
は

ovqFω
ロ
宮
に
、
そ
し
て

gω
は
当
時
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
「
物
」
（
U
Z
m）
と
訳
さ
れ
て
い
た
の
だ

か
ら
。
例
え
ば
パ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
『
形
而
上
学
』
第
四
節
で
、
存
在
論
は
「
存
在
者
の
よ
り
一
般
的
な
述
語
の
学
（
聞
の
ぽ
E
U
胃

s
a
g
s－

2
5
2邑
印
肉
巾
吋
巾

g
z
o
E
Bご
と
さ
れ
る
が
、

g
一
切
は
ロ
宮
m
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
。
ロ
∞
ρ
己主

g
z由。ロ凹（
H
H
O
ロ∞

A
c
m
g一
回
）
が
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
芯
か
で
や
か
で
の
訳
語
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
に
お
い
て
存
在
論
の
主
題
で
あ
る
「
物
一
般
」
は
、

自
己
ロ

mgRσ
、

a
aで
や
か
で
（

0
5
ο
5
2印
）
に
由
来
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
の
存
在
論
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
形

而
上
学
』
同
」
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
そ
の
問
題
構
制
を
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
存
在
者
で
あ
る
限
り
で
の
存
在
者
と
、
こ
れ
に
自
体
的
に
属

す
る
も
の
を
考
察
す
る
或
る
学
が
あ
る
。
」
（

H
S
U出向・）

存在論と超越論哲学

「
物
一
般
」
が
存
在
論
の
主
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
が
、
「
一
般
」
は
如
何
な
る
仕
方
で
「
物
」
と
関
係
し
て
い
る
の
か
。
ラ

ン
ベ
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
一
般
に
考
察
さ
れ
た
物

U
E
関
与
q
v
m己
主
げ
巾
門
店

nzaの
理
論
は
、
文
字
通
り
の
意
味
で
存

在
論
と
呼
ば
れ
る
。
」
号
。
岳

2
1
は

S
R
Y
E
－Z
昨日
n
Z
2
と
し
て
「
考
察
の
仕
方
、
観
点
」
を
表
現
し
て
い
る
。
「
物
一
般
」
の
「
一

般
」
は
、
「
考
察
の
対
象
の
あ
り
方
」
で
な
く
、
「
対
象
を
考
察
す
る
観
点
」
を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
「
物
一
般
に
つ
い
て
の
学
」
と
し
て

の
存
在
論
は
、
「
物
を
一
般
に
考
察
す
る
学
」
を
意
味
す
る
。
物
（

g印
、
存
在
者
）
が
「
一
般
」
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
が
故
に
、

存
在
論
は
「
存
在
者
の
よ
り
一
般
的
な
述
語
の
学
」
（
パ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
）
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
パ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
『
形
而
上
学
』
の
ド

イ
ツ
語
訳
の
第
四
節
の
註
に
お
い
て
、
「
存
在
者
の
よ
り
一
般
的
な
述
語
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

「
存
在
論
に
お
い
て
登
場
す
る
述
語
は
、
或
る
種
類
に
属
す
る
限
り
で
の
物
に
帰
属
す
る
の
で
な
く
、
そ
れ
が
物
で
あ
る
限
り
で
帰

属
す
る
の
だ
か
ら
、
述
語
は
、

ス
コ
ラ
学
者
、
ヴ
ォ
ル
フ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
、
物
一
般
の
学
、
あ
る
い
は
そ
れ

が
物
で
あ
る
限
り
で
の
物
の
学
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
」

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、

七
五



七
／、

こ
の
註
の
内
に
当
時
の
存
在
論
の
問
題
構
制
が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。
「
存
在
者
の
よ
り
一
般
的
な
述
語
の
学
」
は
「
物
一
般
の
学
」

と
い
う
規
定
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
「
物
一
般
」
と
は
「
そ
れ
が
物
で
あ
る
限
り
で
の
物
」
を
意
味
す
る
こ
と
。
そ
し
て
「
物
」
は
当
時

g印

（l
邸
宅
）
の
訳
語
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
そ
れ
が
物
で
あ
る
限
り
で
の
物
」
と
は
、
。
ロ
印
円
山
口
州
昇
。
ロ

5
0
5
（

au刷
、
や
邸
宅
）
の
文
字
通
り
の

翻
訳
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
一
般
」
は
「
そ
れ
が
物
で
あ
る
限
り
で
」
（
告
主

g
5
0
5
1
め
守
）
と
い
う
「
考
察
の
観
点
」
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
「
存
在
者
の
よ
り
一
般
的
な
述
語
の
学
」
と
い
う
存
在
論
の
規
定
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
乱
守
始

。
で
）
、
ス
コ
ラ
哲
学
（

05ρ
己主

B
5
8印
）
、
ヴ
ォ
ル
フ
（
物
一
般
の
学
）
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
確
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

パ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
『
形
而
上
学
』
を
形
而
上
学
の
講
義
で
教
科
書
と
し
て
用
い
（
凶
凶
〈
昌
）
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
の
反
省
（
凶
〈
自
・

ω・
5
0
R）

を
書
い
て
い
る
カ
ン
ト
が
、
存
在
論
の
こ
う
し
た
理
解
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
『
純

粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
一
般
」
と
い
う
語
が
、
そ
の
背
景
に
存
在
論
の
問
題
構
制
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
「
一
般
」
が
「
考
察
の
観
点
」

を
言
い
表
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
ニ
、
三
参
照
）
。
少
な
く
と
も
『
純
粋
理
性
批
判
』
は
、
「
一
般
」
を
こ
の
よ
う
な
文
脈
で
理
解
し
て

い
る
読
者
（
そ
う
し
た
こ
と
を
全
く
忘
れ
た
現
代
の
我
々
で
な
く
）
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
ロ

σqFω
己
主
（
山
口

m
g
q巾）

が
考
察
の
観
点
を
言
い
表
し
て
い
る
こ
と
は
、

g
m
o
z
E
g
g
s印
（
乱
阜
で
や
守
）
に
立
ち
帰
る
こ
と
を
我
々
に
要
求
す
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
存
在
論
の
解
釈
に
お
い
て
、
品
ー
か
ん
苫
ゃ
ん
ぜ
を
「
存
在
者
そ
の
も
の
の
あ
り
方
」
（
第
一
実
体
、
さ
ら
に
神
）
と
す
る

か
、
「
存
在
者
を
考
察
す
る
観
点
」
と
す
る
か
、
と
い
う
論
争
が
あ
る
。
こ
の
解
釈
の
対
立
は
古
代
か
ら
あ
る
（
料
、
最
近
で
は
〉
－

zsag

の
解
釈
に
対
す
る
耳
戸
冨

q
－g
の
批
判
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
が
「
考
察
の
観
点
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
動
か
な
い
と
思
う
。
「
す
で
に

純
粋
に
言
語
的
に
守
中
守
は
、
絶
対
的
に
あ
る
い
は
本
質
的
に
存
在
す
る
も
の
を
決
し
て
意
味
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
仙
凶
は
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
つ
ね
に
、
我
々
が

X
と
い
う
観
点
か
ら
或
る
も
の
を
考
察
す
る
限
り
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
中
の
前
に
あ
る

も
の
の
存
在
の
あ
り
方
を
修
飾
す
る
の
で
も
、
記
述
す
る
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
決
し
て
芯
令
官
命
。
”
ニ
乞
実
体
化
（
同
誌
δ
件

B
－0・

門
戸
』
ロ
閃
）

し
で
は
な
ら
な
い
。



ハ
イ
デ
ガ
l
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
形
市
上
学
』
H
a
H

の
当
該
箇
所
を
次
の
よ
う
に
敷
街
し
て
い
る
。
「
乱
守
部
守
が
探
求
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

l
l存
在
者
が
存
在
者
で
あ
る
限
り
で
、
す
な
わ
ち
存
在
者
を
存
在
者
が
そ
れ
で
あ
る
存
在
者
に
す
る
も
の
へ
の
視
向
に

お
い
て
の
み
、
つ
ま
り
存
在
へ
の
視
向
に
お
い
て
の
み
、
存
在
者
が
探
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
の
〉
N
0
・
H
N
）
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
こ

で
、
芯
守
ヱ
セ
を

a
r
T工工
g
L
Uと
解
釈
し
て
い
る
。
却
を
は
「
存
在
者
で
あ
る
限
り
ざ
と
い
う
「
探
求
の
観
点
」

（
存
在
へ
の
視
向
回
目
ロ
宮
山
岳
、
つ
ま
り
観
点
V

と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
『
存
在
と
時
間
』
の
「
存
在
」
規
定
に
正
確
に

対
応
し
て
い
る
。
存
在
は
「
存
在
者
を
存
在
者
と
し
て
規
定
す
る
も
の
、
存
在
者
が
知
何
に
究
明
さ
れ
よ
う
と
も
、
存
在
者
が
そ
の
都
度

す
で
に
そ
れ
へ
向
げ
て
了
解
さ
れ
て
い
る
そ
れ
当

o
g
z
p
E
で
あ
る
。
」
（
の
〉
N

・
∞
）
ハ
イ
デ
ガ
l
は
却
守
が
意
味
す
る
こ
の
「
探
求
の

観
点
」
を
巧
R
E
P
E
と
し
て
彼
自
身
の
存
在
論
の
内
に
取
り
返
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
存
在
論
に
由

来
す
る
存
在
論
の
問
題
構
制
の
内
に
、
カ
ン
ト
当
時
の
存
在
論
、
さ
ら
に
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
行
物
一
般
」
を
位
置
づ
け
ね
ば

存在論と超越論哲学

な
ら
な
い
。

実
体
化
し
て
理
解
す
る
か
、
「
考
察
の
観
点
」
と
解
釈
す
る
か
、
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
存
在
論
の
解
釈
問
題
は
、
そ
の
ま
ま
『
純
粋

理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
物
一
般
」
（
存
在
論
の
主
題
）
の
解
釈
に
も
現
わ
れ
る
（
ニ
）
。
し
か
も
こ
の
解
釈
の
対
立
は
、
カ
ン
ト
の
「
物

自
体
」
（
ロ
E
m
g
白
山
岳
）
に
も
関
わ
る
。
自
白
片
山
町
は
ヴ
ォ
ル
フ
に
お
い
て
、
M
R
Q
h
w

正
常
向
山
の
訳
語
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
カ

ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
物
一
般
」
と
「
物
自
体
」
の
背
景
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
に
由
来
す
る
問
題
構
制
を
見
な
砂

れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
分
析
論
後
書
』
に
お
い
て
、
「
H
Q
m
y
h
崎
町
か
と
め
ぬ
苛
ふ
は
同
じ
で
あ
る
」
（
誌
思
∞
t
N
＠
）
と
さ
れ

る
の
だ
か
ら
。

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
一
般
」

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
「
一
般
」
と
い
う
語
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
し
か
し
「
一
般
」
と
は
何
を
意
味
し
て
い

七
七



七
J¥ 

る
の
か
。
ま
ず
「
一
般
」
と
い
う
語
が
副
詞
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
副
詞
は
包
4
0
号
と
し
て
動
詞
を
修
飾
す
る
。

そ
れ
故
「
一
般
」
が
「
物
」
と
い
う
名
調
を
直
接
に
修
飾
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
「
一
般
」
（
号
巾
『

gz宮
）
と
い
う
語
は
、
家
畜
売
買
、

家
畜
業
に
お
い
て
、
買
う
こ
と
あ
る
い
は
売
る
こ
と
と
結
び
付
い
て
、
「
個
々
の
動
物
（
そ
の
頭
図
的
吉
宮
旬
）
を
数
え
る
こ
と
な
く
、
十
把

一
か
ら
げ
に
」
を
意
味
し
た
。
「
一
般
」
は
「
動
物
を
数
え
る
仕
方
、
観
点
」
、
「
一
頭
一
頭
数
え
る
の
で
な
く
、

一
般
に
数
え
れ
ば
」
で

あ
る
。で
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
コ
般
」
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
例
え
ば
「
自
然

（g
o白山
Z
Z兵
員
号

q
g
z宮
σ
2
3
n
v
Z同
）
」
（
回
忌
印
）
が
語
ら
れ
る
。
括
弧
内
の
言
葉
は
「
単
に
一
般
に
考
察
さ
れ
た
自
然
と
し
て
」

を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
ラ
テ
ン
語
の
「
形
相
的
に
考
察
さ
れ
た
自
然
と
し
て
」
（
包
∞

E
Z
E
甘
口
出
丘
町
丹
南
省
R
Z
Z）
（
目
白
）
に
正
確

に
対
応
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
一
般
（
号
。
吾
川
E
Zご
と
い
う
副
調
は
、
「
一
般
に
考
察
さ
れ
た
（
号
。
吾
釦
己
主

宮
可
R
Z
2ご
と
い
う
形
で
、
「
考
察
の
観
点
」
を
意
味
し
、
そ
の
意
味
で
名
調
を
修
飾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
ラ
ン
ベ
ル

ト
の
ロ

zmロ
宮
司

v
s
z
g昨日。
Z
2
と
同
型
で
あ
る
。
こ
の
論
点
を
別
の
角
度
か
ら
確
認
し
よ
う
。

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
ロ
宮
岳
山
己
主
は
基
本
的
に
、
与
問
同
E
E
0
5ロ
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
我
々
の
直
観
の
感

性
、
そ
れ
故
我
々
に
固
有
な
表
象
の
仕
方
を
捨
象
し
、
物
一
般
に
つ
い
て
語
る
」
（
〉
包

l
回
目
）
、
あ
る
い
は
「
物
一
般
の
概
念
に
お
い

て
、
そ
の
直
観
の
す
べ
て
の
様
式
が
捨
象
さ
れ
る
」
（
〉
包

1
回
日
ご
と
言
わ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
に
お
い
て

ω
σ
2
3
E
0
5ロ
は
、
「
或

る
も
の
を
抽
象
す
る

（
ぬ
件
当
面
白
与
え
E
E巾司
g）
」
こ
と
で
な
く
、
「
或
る
も
の
を
捨
象
す
る

（〈。ロ

2
4『釦印
ω
－
u
印可岳山内
w
『
ぬ
ロ
）
」
こ
と
を
意

味
す
る
。
「
ひ
と
は
概
念
を
共
通
な
特
徴
と
し
て
抽
象
す
る

Z
Z可
岳
山
0
5ロ
）
の
で
な
く
、
概
念
の
使
用
に
お
い
て
、
概
念
の
も
と
に
含

（勾｝

ま
れ
て
い
る
も
の
の
相
違
を
捨
象
す
る
（
g
ロ
色
角
〈
角
R
E
E
0
5
m
x
与
巴
B
E
R
g）
：
：
：
。
」
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
カ
ン

ト
は
与
田
可
岳
山
0
5ロ
を
「
或
る
も
の
を
捨
象
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
つ
ま
り
「
捨
象
す
る
と
い
う
考
察
の
観
点
」
を
表
現
す
る
も
の
と

し
て
使
っ
て
い
る
。
「
一
般
」
は
「
或
る
も
の
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
る
考
察
の
観
点
」
を
意
味
す
る
。
「
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
物



一
般
」
は
、
「
我
々
の
直
観
の
様
式
」
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
を
一
般
に
考
察
す
る
観
点
を
我
々
が
獲
得
す
る
こ
と
を
言
い
表
し

て
い
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
「
客
観
一
般
」
、
「
直
観
一
般
」
の
場
合
ち
同
様
で
あ
る
。
「
私
が
そ
の
直
観
の
様
式
を
捨
象
す
る
あ
ら
ゆ
る
客
観

一
般
」
白
色
。
）
。
「
私
が
私
の
内
的
直
観
の
不
変
の
形
式
、
つ
ま
り
時
間
を
捨
象
す
る
場
合
、
私
が
直
観
一
般
の
多
様
な
る
も
の
を
そ
の
も

と
で
結
合
す
る
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
条
件
と
し
て
の
総
合
的
統
一
：
：
：
」
（
切
5
5。
「
直
観
一
般
の
次
元
」
は
「
す
べ
て
の
感
性
的
な
（
そ
れ

故
有
限
な
）
理
性
的
存
在
者
に
妥
当
す
る
次
元
」
で
あ
る
。
「
純
粋
悟
性
概
念
は
こ
の
制
限
か
ら
自
由
で
あ
り
、
直
観
が
単
に
感
性
的
で
あ

り
、
知
的
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
直
観
が
我
々
の
直
観
と
似
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
直
観
一
般
の
対
象
に
及
ぶ
。
」
（
田
昌
）

我
々
に
固
有
な
直
観
の
特
殊
な
様
式
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

X
を
一
般
に
考
察
す
る
観
点
が
獲
得
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
純
粋
思

惟
に
よ
る
考
察
の
観
点
で
あ
る
。
「

x
一
般
」
と
は
、

そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
ら
れ
た
X
を
意
味
す
る
。
「

x
一
般
」
を
「
一
般
的
な
X
」

（巴ロ
m
E
O
σ
R
E
C
U丹
）
と
い
う
対
象
と
し
て
実
体
化
し
で
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
「
X
一
般
」
の
解
釈
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
芯
宇

や
か
で
の
解
釈
と
完
全
に
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。
「
一
般
」
と
い
う
語
が
、
叫
み
ん
い
で
や
か
で
を
そ
の
背
景
と
し
て
持
っ
て
い
る
が
故
に
、
当
然

で
あ
ろ
う
。

存在論と超越論哲学

（

M
）
 

こ
の
よ
う
な
我
々
の
解
釈
は
プ
ラ
ウ
ス
に
お
け
る
「
物
自
体
」
解
釈
を
想
起
さ
せ
る
。
彼
は
「
物
自
体
」
の
標
準
形
を
口
一
口
問
自
己
nv

R
5
2
に
求
め
、
そ
れ
を

U
E
m
g
a♀
印
0
5
2
σ
2
5岳
民
旦
と
解
釈
し
た
。
「

E
S位
。
F
3
と
な
吉
田
日
各
自

F
R・
と
い
う
表
現
法
は
、

『
物
』
に
対
す
る
形
容
調
的
規
定
で
は
決
し
て
な
く
、
『
考
察
さ
れ
た
』
に
対
す
る
副
調
的
規
定
で
あ
る
。
」
こ
れ
は
ハ
イ
デ
ガ
l
の
解
釈

に
対
応
し
て
い
る
。
「
客
観
は
そ
れ
自
体
と
し
て
考
察
さ
れ
、
そ
れ
が
触
発
の
結
果
と
し
て
直
観
さ
れ
る
あ
り
方
を
問
わ
ず
に
考
察
さ
れ

る
。
」
（
の
K
F
N
。・
N
C
m
E
W
〈
m
U
・
の
〉
ω噂
待
問
・
・
の
〉
N

F

混
同
・
）
「
物
自
体
」
は

zuzm・ωロ・印町内
H
Y
－
－
と
し
て
実
体
化
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

o
dロ
包
n
y－－

と
ぷ
ロ
回
目
n
y
g

－σ印
片
ョ
は
、
「
物
」
だ
げ
で
な
く
、
「
対
象
」
、
「
客
観
」
に
も
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
そ
れ
自
体
と
し
て
考
察
さ
れ
た
」

と
い
う
考
察
の
観
点
を
意
味
す
る
限
り
、
物
、
対
象
、
客
観
と
い
う
語
の
区
別
が
消
え
去
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
「
物
一
般
」

と
「
対
象
、
客
観
一
般
」
と
の
区
別
と
い
う
論
点
に
一
つ
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
一
般
に
考
察
す
る
観
点
」
か
ら
、
こ
れ
ら

七
九
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に
有
意
味
な
違
い
が
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
示
唆
で
あ
る
。

と
も
に
副
詞
と
し
て
、

σ
Z
E
n
Z
2
を
補
っ
て
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
と
も
に
「
考
察
の
観

点
」
を
言
い
表
し
て
い
る
。
そ
れ
故
決
し
て
ε
宮
口
m’
og円
E
z－
－
－
（
一
般
的
な
物
）
あ
る
い
は

a
d
z
m
i
g－位。
V
3

（
自
体
的
な
物
）
と
い

。
σ耳目
g
c
Z
と
吉
田
町
各
自
5
2
は、

う
形
で
実
体
化
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
解
釈
状
況
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

a
rめ
守
に
も
同
様
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

つ
ま
り
「
存
在
論
と
神
学
」
の
問
題
で
あ
る
。
と
も
か
く
我
々
の
考
察
か
ら
、

ε
ロ山口
mo

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
形
而
上
学
を
ど
う
捉
え
る
か
、

ロ
σω
円

ygj℃
丹
ロ
ロ
色
白
ロ
曲
目
。
｝
岡
田
o
g
a－－（〉
Nω
∞
1
回
N
S－
∞
色
。
）
、
あ
る
い
は
包
∞
ロ
宮
ぬ
ロ
H
U
O

『
E
z
z
z
z
∞
mwnyoω
ロ印
W
Y
8
5
2）

（
回
凶
凶
〈
口
）
が
理
解
で
き
る

o
u
s
m
O
1
0押》巾『『
g
c宮
ロ
ロ
色
白
ロ
印
向
。
町
田
0
5
2
σ
2
3
n
Z
2、
つ
ま
り
「
一
般
に
か
つ
そ
れ
自
体
と
し
て

考
察
さ
れ
た
物
」
。
こ
の
読
み
方
は
、
〉
Nω
∞
1
回
凶
器
の
カ
ン
ト
の
書
き
換
え
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
「
知
何
な
る
直
観
の
内
に
も
我
々
に

そ
れ
故
感
性
的
な
対
象
で
な
い
対
象
」
。

与
え
ら
れ
な
い
、

何
故
ロ
V
O円

E
E一
宮
と
吉
一
回
目
。
V
8
8鬼
が
と
も
に
語
ら
れ
る
の
か
。
「
物
一
般
」
は
存
在
論
の
テ
1
マ
で
あ
る
。
一
般
に
考
察
す
る
と

は
、
我
々
の
直
観
の
様
式
を
捨
象
す
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
の
直
観
の
様
式
は
特
殊
化
の
原
理
で
あ
る
か
ら
。
我
々
の
直
観
と
い
う
特
殊

な
様
式
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
枠
思
惟
の
み
に
よ
っ
て
物
を
考
察
す
る
次
元
が
聞
か
れ
る
。
物
を
一
般
に
考
察
す
る
こ
と
と
同

様
に
、
物
を
そ
れ
自
体
と
し
て
考
察
す
る
と
は
、
我
々
の
直
観
の
様
式
を
捨
象
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
客
観
が
そ
れ
自
体
と
し
て
考
察
さ
れ

る
（
客
観
を
直
観
す
る
様
式
を
顧
慮
せ
ず
に
）
」
（
〉
お

l
回
日
目
）
。
こ
れ
は
「
客
観
一
般
」
と
同
型
で
あ
る
。
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
（
感
性
の
）

特
殊
な
様
式
に
留
意
す
る
こ
と
な
く
、
客
観
一
般
を
思
惟
す
る
」
（
K
F
N
E
l
∞
ω
S）
。
物
を
一
般
に
考
察
す
る
と
は
、
我
々
の
直
観
の
様

式
を
捨
象
す
る
こ
と
と
し
て
、
純
粋
思
惟
に
よ
っ
て
物
を
そ
れ
自
体
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
号
。
『
F
2
1
と
吉

田－
n
F
8
5
2
が
と
も
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
従
来
の
存
在
論
は
、
「
客
観
一
般
を
思
惟
す
る
」
に
と
ど
ま
ら

ず
、
純
粋
倍
性
に
よ
っ
て
物
を
そ
れ
自
体
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
つ
ま
り
一
般
の
次
元
で
対
象
の
認
識
が
可
能
で
あ
る
と
主

張
す
る
。



こ
れ
は
「
物
一
般
の
認
識
へ
の
要
求
」
で
あ
る
が
、
こ
の
要
求
を
カ
ン
ト
は
批
判
す
る
。
「
純
粋
悟
性
概
念
に
よ
る
対
象
一
般
の
思
惟

は
、
純
粋
悟
性
概
念
が
感
官
の
対
象
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
限
り
で
の
み
、
我
々
に
お
い
て
認
識
と
な
り
う
る
。
」
（
回
E
S
「
純
粋
悟
性
概
念

に
よ
る
対
象
一
般
の
思
惟
」
は
そ
れ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
純
粋
悟
性
概
念
は
、
単
な
る
思
惟
形
式
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
に

よ
っ
て
未
だ
知
何
な
る
一
定
の
対
象
も
認
識
さ
れ
な
い
」
（
回
目
。
）
。
純
粋
悟
性
概
念
の
み
に
よ
っ
て
は
「
一
定
の
対
象
の
認
識
」
が
成
り

立
た
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
「
一
般
の
次
元
」
に
お
け
る
「
対
象
の
認
識
」
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
カ
ン
ト
自
身

は
存
在
論
を
如
何
に
捉
え
た
の
か
。

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
存
在
論

存在論と超越論哲学

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
存
在
論
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

ω「
悟
性
の
原
則
は
現
象
の
解
明
の
単
な
る
原
理
に
す
ぎ
ず
、
物
一
般
に
つ
い
て
ア
プ
リ
オ
リ
な
総
合
認
識
（
例
え
ば
因
果
の
原
則
）

を
体
系
的
な
理
説
に
お
い
て
与
え
る
と
倦
称
す
る
存
在
論
と
い
う
尊
大
な
名
は
、
純
粋
悟
性
の
単
な
る
分
析
論
と
い
う
謙
虚
な
名
に

席
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
（
〉

E
7
H
回包ω）

ω
「
超
越
論
哲
学
は
、
与
え
ら
れ
て
い
る
客
観
を
想
定
す
る
こ
と
な
し
に
、
対
象
一
般
に
関
わ
る
す
べ
て
の
概
念
と
原
則
に
お
い
て
、

悟
性
と
理
性
自
身
だ
け
を
考
察
す
る
（
存
在
論
）
。
」
（
〉
∞
白

l
∞∞誌）

ωで
は
存
在
論
と
い
う
尊
大
な
名
が
否
定
さ
れ
、

ωで
は
存
在
論
が
超
越
論
哲
学
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

ωと
ωは
存
在
論
に
関

し
て
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
に
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
存
在
論
と
超
越
論
哲
学
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
「
物
一

般」

ωと
「
対
象
一
般
」

ωを
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
存
在
論
と
超
越
論
哲
学
を
区
別
す
る
、
と
い
う
解
釈
が
あ
り
う
る
。
「
物
一
般
」

｛犯）

と
は
違
っ
て
、
確
か
に
「
対
象
一
般
」
と
い
う
語
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
以
前
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
カ
ン
ト
に
お
い
て
対
象
概

念
が
存
在
論
を
性
格
づ
け
て
い
る
こ
と
は
、
つ
ま
り
「
物
一
般
」
と
「
対
象
一
般
」
が
同
義
で
あ
る
こ
と
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
規
定
か
ら

}¥ 
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明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
「
対
象
一
般
に
つ
い
て
の
概
念
」
（
回
N
S
、
「
対
象
一
般
に
関
わ
る
唯

一
の
概
念
」
（
〉
包
。

l
回

2
0）
と
さ
れ
る
が
、
「
物
一
般
の
表
象
」
（
〉
N
合
）
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
こ
に
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
存

在
論
と
超
越
論
哲
学
の
緊
張
関
係
」
が
あ
る
。
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
演
縛
」
、
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
超
越
論
的
使
用
」
の
問
題
は
、
こ
の
緊
張
関
係

の
内
で
捉
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
も
か
く
カ
ン
ト
に
お
い
て
存
在
論
が
「
対
象
一
般
」
に
関
わ
る
こ
と
は
、
カ
ン
ト
自
身
の
言
葉
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。
「
形
而
上
学
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
最
初
の
も
の
は
、
対
象
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
す
べ
て
の
他
の
概
念
は
そ
の
後
に

【鈎｝

こ
の
言
葉
の
下
位
に
置
か
れ
る
。
対
象
と
い
う
言
葉
は
、
存
在
論
に
お
げ
る
一
般
的
な
概
念
、
最
高
の
概
念
で
あ
る
。
」

ωと
ωに
お
け
る
存
在
論
の
規
定
を
テ
l
テ
ン
ス
『
一
般
的
思
弁
哲
学
に
つ
い
て
』
（
一
七
七
五
年
）
と
関
係
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
書
の
主
題
は
、
「
根
本
学
、
存
在
論
と
ひ
と
が
呼
ぶ
普
遍
的
な
超
越
的
哲
学
可

S
R
O
E
S
Z
Eロ
gazo」
で
あ
る
。
超
越
的
哲

学
に
お
い
て
、
超
越
的
概
念
は
「
普
遍
的
な
悟
性
概
念
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
「
第
一
の
最
も
普
遍
的
な
概
念
は
、
物
あ
る
い
は
客
観
自

A

羽】

身
一
般
に
つ
い
て
の
我
々
の
表
象
で
あ
る
よ
そ
し
て
超
越
的
概
念
に
は
、
「
現
実
性
、
実
体
、
原
因
と
結
果
、
変
化
等
」
が
属
し
て
い
る
。

ωに
お
い
て
カ
ン
ト
が
「
物
一
般
に
つ
い
て
ア
プ
リ
オ
リ
な
総
合
認
識
を
与
え
る
」
と
し
て
い
る
認
識
の
例
（
因
果
の
原
則
）
は
、
テ
ー

テ
ン
ス
の
「
原
因
と
結
果
」
の
原
則
に
対
応
す
る
。

ωに
お
け
る
「
与
え
ら
れ
て
い
る
客
観
を
想
定
す
る
こ
と
な
し
に
」
と
い
う
規
定
も
、

テ
l
テ
ン
ス
の
「
超
越
的
哲
学
」
の
規
定
に
対
応
す
る
。
「
超
越
的
哲
学
は
、
現
実
に
存
在
す
る
客
観
に
関
わ
る
の
で
な
く
、
物
一
般
の
す

べ
て
の
種
類
に
お
い
て
可
能
あ
る
い
は
必
然
で
あ
る
も
の
に
の
み
関
わ
る
。
」
存
在
論
を
め
ぐ
る
術
語
に
関
す
る
限
り
、
テ
l
テ
ン
ス
と
カ

ン
ト
と
の
基
本
的
相
違
は
見
出
せ
な
い
。
テ
l
テ
ン
ス
の
「
超
越
的
哲
学
」
（
存
在
論
）
は
カ
ン
ト
に
お
い
て
「
超
越
論
哲
学
」
と
表
現
さ

れ
る
。
「
テ
l
テ
ン
ス
の
『
超
越
的
哲
学
』
は
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
哲
学
の
最
も
重
要
な
最
も
理
解
に
役
立
つ
先
行
者
の
一
つ
で
あ
る
。
」

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
対
象
一
般
」
と
い
う
語
は
、
存
在
論
の
テ

I
マ
を
指
し
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
の
内
に
「
存

在
論
と
超
越
論
哲
学
の
緊
張
関
係
」
が
読
み
取
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
存
在
論
は
「
そ
の
概
念
と
原
則
が
物
一
般
の
認
識
へ
の
要
求
と
し

｛幻｝

て
は
否
認
さ
れ
、
可
能
な
経
験
の
対
象
と
い
う
狭
め
ら
れ
た
領
野
に
制
限
さ
れ
る
」
。
「
存
在
論
は
物
一
般
に
つ
い
て
の
学
、
つ
ま
り
、
物



に
関
す
る
我
々
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
認
識
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
学
で
あ
る
。
」
（
凶
〈
ロ
F
S
S
カ
ン
ト
は
「
物
一
般
」
の
次
元
を
認
め
、

「
物
一
般
に
つ
い
て
の
学
」
の
成
立
を
肯
定
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
「
物
一
般
の
認
識
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
物
に
関
す
る
我
々
の
ア
プ

リ
オ
リ
な
認
識
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
学
」
と
し
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
物
一
般
に
つ
い
て
の
概
念
」
は
「
経
験
の
可
能
性
の
条
件
」
と

し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
存
在
論
は
「
超
越
論
哲
学
」
（
倍
性
と
理
性
自
身
だ
け
を
考
察
す
る
）
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
内
に
存
在
論
と
の
批
判
的
対
決
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
一
般
」
に
定
位
し
た
我
々
の
解
釈
の
試
み
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
に

お
け
る
超
越
論
哲
学
の
規
定
へ
と
導
か
れ
る
。

四

超
越
論
哲
学

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
「
超
越
論
的
」
と
い
う
術
語
は
、
最
初
に
次
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
る
。

－n
F
5
5
0
色
町
甲
W
O
E
S－
凹
門
司
自
由
N
g円凶
B
E－－門回目。低の
F
E
n
F同帥
o
d
S
E
E－丹の
o
m
o
B
E
E
S－
的
。
ロ
母
2

5日同

g
m巾吋ロ

回角川ぬ一ユ問問。ロ釦官－
Z
ユ
〈
。
ロ
の
omoロ∞片的山口色。ロロ
σ耳
目
回
釦
ロ
宮
げ
命
的
。
F虫
色
担
・
（
〉
己
円
）

A
版
の
こ
の
箇
所
は

B
版
で
は
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。

－ny
ロ
g
g
o
m－－
o
開円
w
a
g
s－回同円相呂田
NOロ仏
mwEm－
－
色
町
田
町
n
v
E
n
Z
8
4
3
E
自
由
件
。

o
m
g印円以ロ仏
gw
曲。ロ円
r
w
E
B芹
ロ
ロ
由
。
円
。
吋

存在論と超越論哲学

開円

W
S
E
E
8
2
5ロ
の
a
g
ω
S
E
g－－ロ∞
o
r
g
色
。
凹
巾
白
胃
－

oユ
g
o
m－－
n｝
2
0
E
g－－－
S
O吋
宮
山
口
℃
二
ugny以内同日向付・（∞
N
U
）

こ
の
規
定
の
内
に
ロ
σ
2
E己
主
が
登
場
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ロ
σ
2
v
m己
主
と
い
う
語
を
導
き
の
糸
と
す
る
我
々
の
試
み
は
、
「
超
越
論

的
」
の
規
定
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
「
存
在
論
と
超
越
論
哲
学
の
緊
張
関
係
」
に
す
で
に
我
々
が
出
会
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
A
版
と

B
版
と
に
共
通
の
構
造
窓
口
W
Z
8
4
S
E－－
g
E
0
5
3に
着
目
し
よ
う

o
d
E
M
Z。者
O
E－－－
g
ロ仏
R
ロ
ョ
を
我
々
は
、

ヒ
ン

ス
ケ
と
と
も
に
、
「
：
：
：
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
：
：
：
」
（
ロ
Oロ
E
E－－－
ρ
ロ
ωヨ
℃

E
E印）

と
読
む
。
こ
の
読
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
前
者
が

/¥ 



/¥ 
四

単
に
否
定
さ
れ
後
者
が
肯
定
さ
れ
る
（
E
n
F
f
印。ロ仏
R
ロ
）
の
で
は
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
前
者
が
超
越
論
的
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は

一
応
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
「
超
越
論
的
」
と
い
う
語
が
本
来
語
ら
れ
る
べ
き
場
の
重
心
が
移
動
す
べ
き
こ
と
を
宣

言
し
て
い
る
。
「
：
：
：
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
」
と
い
う
表
現
は
、
普
通
の
用
法
と
し
て
前
者
が
「
超
越
論
的
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
巳

nz：・
8
ロ
内
凶
作
一
円
ロ
と
読
ん
で
も
同
様
で
あ
る
。
「
：
：
：
で
な
く
：
：
：
で
あ
る
」
と
我
々
が
言
う
場

合
、
「
前
者
が
普
通
に
は
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
な
く
：
：
：
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
の
だ
か
ら
。
ど
ち
ら
に
読

ん
だ
と
し
て
も
、
当
時
の
普
通
の
用
例
と
し
て
、
前
者
が
「
超
越
論
的
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
事
態
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

当
時
「
超
越
論
的
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
認
識
は
存
在
論
で
あ
っ
た
。

で
は
A
版
に
お
い
て
何
が
対
比
さ
れ
て
い
る
の
か
。
「
対
象
に
関
わ
る
」
と
「
対
象
一
般
に
つ
い
て
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
我
々
の
概
念
に
関

わ
る
」
と
が
、
対
比
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
場
合
、
前
者
が
単
に
「
対
象
」
で
あ
り
、
後
者
が
「
対
象
一

般
」
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
対
比
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
り
、
「
対
象
に
関
わ
る
」
、
そ
し
て
そ
の
場
合
の
「
対
象
」
が
何
を

意
味
す
る
か
は
全
く
不
明
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
「
対
象
」
に
つ
い
て
の
カ
ン
ト
の
言
葉
を
想
起
で
き
る
。
「
対
象
と
い
う
言
葉
は
、
存
在
論

に
お
け
る
一
般
的
な
概
念
、
最
高
の
概
念
で
あ
る
よ
こ
こ
か
ら
「
対
象
に
関
わ
る
認
識
」
と
い
う
表
現
が
存
在
論
を
指
し
示
す
、
と
解
釈

｛お）

す
る
こ
と
は
一
応
可
能
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
対
象
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
当
時
「
超
越
論
的
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
認
識
は
、
「
対
象
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
、
つ
ま
り
存
在
論
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

し
か
し
、
「
一
般
」
と
い
う
語
を
後
者
の
「
対
象
」
に
掛
け
て
、
「
対
象
一
般
に
つ
い
て
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
我
々
の
概
念
」
と
読
む
と
す

れ
ば
、
言
い
換
え
れ
ば
、
「
対
象
一
般
」
を
一
つ
の
固
定
し
た
術
語
と
見
な
す
と
す
れ
ば
、
そ
の
読
み
は
B
版
で
の
書
き
換
え
に
蹟
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

B
版
は
、
「
対
象
」
と
「
一
般
」
の
聞
に
、
山
口
印

o
p
g
の
句
を
挿
入
し
て
い
る
の
だ
か
ら

o
z
g砂
自
の
句
が
聞
に
入
っ

て
い
る

B
版
に
お
い
て
、
こ
の

guqvω
己
主
は

σ
g
n
y邸
内
昨
日
程
に
掛
け
て
読
む
以
外
に
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
富
巳
ロ
ロ
、

〈
包

E
口
問
。
円
、
打
。

yoロ
は
、
山
口

morg
の
前
に
ロ
σ0円｝M
M

凶
ロ
立
を
移
し
、
。
mwmg岡田件以ロ色。一位
σσ
吾川
W
C
宮
と
読
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
カ
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ン
ト
の
何
ら
か
の
書
き
間
違
え
（
不
注
意
）
を
指
摘
し
、
テ
キ
ス
ト
を
書
き
換
え
る
の
は
、
解
釈
者
た
ち
の
読
み
間
違
え
（
不
注
意
）
を

カ
ン
ト
に
投
影
し
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
書
き
換
え
（
テ
キ
ス
ト
へ
の
窓
意
的
な
暴
力
）
は
、
「
対
象
一
般
」
を

固
定
し
た
一
つ
の
術
語
と
見
倣
す
と
い
う
前
提
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
前
提
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
一
般
」
と
い
う
語
が
副
調
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
そ
う
。
「
対
象
一
般
」
を
一
つ
の
術
語
と
見
倣
す
先
入
見
を
離
れ
れ
ば
、
「
一
般
」
が

A
版
に
お
い
て
も
、
動
調

Z
R
E
E唱
に
掛
か
る
副
調
包
4
0号
で
あ
る
と
す
る
の
が
最
も
自
然
な
読
み
方
で
あ
ろ
う
。
こ
の
読
み
は
、

B
版
に
お
げ
る
宮
耐
え
0
5
の
句
の
挿
入
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
る
。

B
版
の
書
き
換
え
に
お
い
て
、
文
法
的
に
そ
う
読
む
し
か
な
い
の
だ

か
ら
。
し
か
も
こ
の
読
み
に
お
い
て
、
「
一
般
」
は
「
：
：
：
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
と
い
う
認
識
の
あ
り
方
（
考
察
の
仕
方
、
観
点
）
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
物
一
般
に
つ
い
て
の
学
」
と
し
て
の
存
在
論
を
「
物
を
一
般
に
考
察
す
る
学
」
と
理
解
す
る
我
々
の
解
釈
に
も

一
致
す
る
。
「
一
般
」
は
「
我
々
の
直
観
を
捨
象
し
た
次
元
で
の
考
察
」
を
言
い
表
し
て
い
る
。
文
法
的
に
自
然
な
こ
の
読
み
に
よ
れ
ば
、

「
対
象
一
般
」
は
実
体
化
さ
れ
ず
、
「
一
般
」
は
考
察
の
観
点
を
意
味
す
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
対
象
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」

と
「
対
象
に
つ
い
て
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
我
々
の
概
念
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
と
の
対
比
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
対
象
に
一
般

に
関
わ
る
認
識
」
と
は
、
「
対
象
を
一
般
に
考
察
す
る
学
」
、
「
一
般
に
考
察
さ
れ
た
物
の
理
論
」
（
ラ
ン
ベ
ル
ト
）
、
つ
ま
り
「
存
在
論
」
で

あ
る
。
そ
れ
は
当
時
「
超
越
論
哲
学
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
「
超
越
論
的
」
と
は
基
本
的
に
、
「
：
：
：
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
、
「
我
々
の

直
観
を
捨
象
し
た
次
元
で
の
考
察
」
を
指
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
次
元
を
認
め
た
上
で
、
「
対
象
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
（
従
来
の

存
在
論
）
か
ら
、
「
対
象
に
つ
い
て
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
我
々
の
概
念
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
（
超
越
論
的
分
析
論
）
へ
と
、
「
超
越
論
的
」

の
意
味
の
重
心
を
移
動
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

「
対
象
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
と
は
、
我
々
の
直
観
様
式
を
捨
象
し
、
純
粋
思
惟
（
悟
性
・
理
性
）
に
よ
っ
て
（
つ
ま
り
純
粋
概
念
の

み
に
よ
っ
て
）
対
象
に
関
わ
る
。
こ
の
意
味
で
の
「
超
越
論
的
」
と
い
う
語
の
用
例
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
用
例
に
よ
っ
て
、
「
：
：
：
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
：
：
：
」
の
我
々
の
読
み
が
確
証
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
実
際
こ
の
意
味
で
の

/¥ 
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八
六

用
例
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
内
に
極
め
て
多
く
見
出
さ
れ
る
。
最
も
明
ら
か
な
例
と
し
て
、
「
超
越
論
的
、
つ
ま
り
単
に
純
粋
悟
性
に
と
っ

て
思
惟
可
能
な
」
（
〉
S
∞
l
回
芯
品
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
い
く
つ
か
列
挙
し
よ
う
。
「
単
に
概
念
に
関
わ
る
超
越
論
的
考
察
」

（
krg∞
l
回
ga）
。
「
超
越
論
的
問
い
は
、
た
だ
超
越
論
的
答
え
、
つ
ま
り
知
何
な
る
経
験
的
な
混
入
物
な
し
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
概
念
だ

け
か
ら
の
答
え
を
許
す
。
」
（
〉
毘
吋

l
回
gu）
「
そ
の
直
観
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
決
し
て
与
え
ら
れ
な
い
物
一
般
に
関
わ
る
総
合
命
題
は
、
超

越
論
的
で
あ
る
。
」
（
〉
吋
N

C

l

回
2
∞
）
こ
こ
に
「
超
越
論
的
観
念
性
（
実
在
性
ご
等
も
属
す
る
。
例
え
ば
「
空
間
の
超
越
論
的
観
念
性
」

と
は
、
「
物
が
理
性
に
よ
っ
て
そ
れ
自
体
と
し
て
、
つ
ま
り
我
々
の
感
性
の
性
質
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
し
に
考
察
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
物
に

関
す
る
空
間
の
観
念
性
」
（
〉
包

1
切
主
）
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
超
越
論
的
」
の
意
味
は
、
当
時
の
存
在
論
に
対
応
し
て
い
る
。
神
の
現
存
在
の
存
在
論
的
証
明
は
、
「
す
べ
て
の
経
験
を
捨

象
し
、
全
く
ア
プ
リ
オ
リ
に
単
な
る
概
念
か
ら
最
高
原
因
の
現
存
在
へ
推
論
す
る
」
（
K
F
S
R
I
回
白
芦
）
。
存
在
論
的
証
明
は
そ
れ
故
「
超

越
論
的
証
明
」
と
呼
ば
れ
う
る
（

a－
・
凶
戸
包
品
）
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
超
越
論
的
概
念
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
が
（
〉
ω白

1
回
ω活）、

そ
れ
は
「
存
在
論
的
述
語
」
と
も
表
現
さ
れ
る
（
円
〈
・

ωg・〈
L
∞H
）
。
「
超
越
論
的
」
と
「
存
在
論
的
」
は
、
同
義
に
用
い
ら
れ
る
守
也
・

凶
〈
口
F
E
ω
）
。
そ
れ
故
カ
ン
ト
は
当
時
の
存
在
論
を
「
超
越
論
哲
学
」
と
し
て
語
る
の
で
あ
る
。

「
ひ
と
が
超
越
論
哲
学
を
そ
れ
か
ら
始
め
る
の
を
常
と
し
て
い
る
最
高
概
念
は
、
一
般
に
可
能
な
も
の
と
不
可
能
な
も
の
の
区
別
で

あ
る
。
」
（
K
F
M
g
l
∞位。）

こ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
超
越
論
哲
学
が
当
時
の
存
在
論
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
例
え
ば
ヴ
オ
ル
フ
『
第
一
哲
学
あ
る

い
は
存
在
論
』
の
第
一
部
「
存
在
者
一
般
の
概
念
に
つ
い
て
」
は
、
そ
の
第
一
章
で
「
第
一
哲
学
の
原
理
に
つ
い
て
」
（
「
矛
盾
の
原
理
」

と
「
充
足
理
由
の
原
理
」
）
語
り
、
第
二
章
「
本
質
と
実
存
に
つ
い
て
」
で
「
可
能
な
も
の
と
不
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
」
論
じ
て
い
る
。

｛釘｝

パ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
『
形
而
上
学
』
に
お
け
る
存
在
論
は
、
第
一
章
「
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

で
は
「
対
象
に
つ
い
て
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
我
々
の
概
念
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
と
は
知
何
な
る
こ
と
か
。
「
対
象
に
つ
い
て
の
ア
プ
リ



オ
リ
な
概
念
」
は
、
直
接
的
に
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
意
味
す
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
対
象
一
般
に
つ
い
て
の
概
念
」
（
回
ロ
∞
）
で
あ
る
。
そ
れ

故
そ
れ
に
関
わ
る
認
識
と
は
、
「
我
々
の
直
観
の
様
式
を
捨
象
し
た
次
元
で
の
考
察
」
と
し
て
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
超
越
論
的
分
析
論

で
展
開
さ
れ
る
認
識
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
対
比
は
、
存
在
論
と
い
う
尊
大
な
名
が
「
純
粋
悟
性
の
単
な
る
分
析

論
と
い
う
謙
虚
な
名
」
に
席
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
テ
l
ゼ
と
正
確
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
カ
ン
ト
本
来
の
「
超
越
論

哲
学
」
が
初
め
て
語
ら
れ
た
の
は
、
一
七
七
二
年
の
ヘ
ル
ツ
宛
の
手
紙
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
問
題
意
識
は
感
性
論
で
も
弁
証
論
で
も

な
く
、
超
越
論
的
分
析
論
の
課
題
に
対
応
し
て
い
る
。
「
如
何
に
し
て
私
の
悟
性
は
全
く
ア
プ
リ
オ
リ
に
そ
れ
自
身
で
、
必
然
的
に
事
象
が

｛羽｝

そ
れ
に
一
致
す
べ
き
物
の
概
念
を
形
成
す
べ
き
な
の
か
。
」

こ
こ
で
B
版
の
書
き
換
え
の
問
題
に
移
ろ
う
。
こ
の
書
き
換
え
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
の
は
、

A
版
の
「
概
念
」
が
B
版
で
「
認
識
様

式
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
「
概
念
」
か
ら
「
認
識
様
式
」
へ
の
書
き
換
え
に
よ
っ
て
、
概
念
だ
け
で
な
く
直
観
を
も
含
ま
せ
、
超

円舗】

越
論
的
分
析
論
だ
け
で
な
く
、
超
越
論
的
感
性
論
を
も
含
意
さ
せ
た
、
と
解
釈
さ
れ
る
（
4
包
・
回
∞
O

）
。
し
か
し
こ
の
書
き
換
え
は
、
こ
こ

で
存
在
論
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
り
鮮
明
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
認
識
様
式
が
「
形
而
上
学
」
（
回
出
）
（
存
在
論
）
を
指
し

て
い
る
の
は
、
疑
い
え
な
い
。
一
般
的
に
言
っ
て
、

B
版
は

A
版
の
内
容
の
変
更
で
な
く
、
明
確
化
を
目
指
し
て
い
る
守
色
・

切
凶
凶
凶
〈
国
民
・
）
。

存在論と超越論哲学

B
版
の
書
き
換
え
に
お
い
て
我
々
は
、
ハ
イ
ム
ゼ
l
ト
、
ヒ
ン
ス
ケ
と
と
も
に
、

z
g向
。
ヨ
句
の
内
の
J包
ロ

g＝
＝
に
着
目
し
よ
う
。
そ

れ
は

atqで
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
彼
ら
は
、
「
超
越
論
的
弁
証
論
」
が
こ
こ
で
新
た
に
視
野
の
内
に
入
っ
て
き
た
と
解
釈
す
る
。
し

か
し
こ
こ
で
我
々
の
解
釈
は
ハ
イ
ム
ゼ
l
ト
、
ヒ
ン
ス
ケ
と
分
か
れ
る
。

B
版
に
お
け
る
「
概
念
か
ら
認
識
様
式
へ
の
書
き
換
え
」
が
超

越
論
的
感
性
論
を
含
ま
せ
る
内
容
上
の
拡
張
で
な
い
の
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
超
越
論
的
弁
証
論
へ
の
拡
張
で
な
く
、

A
版
の
明
確
化
で

あ
る
。J
o

－－8
3と
は
、
主
語
以
外
の
意
志
を
意
味
す
る
。
で
は
何
の
、
あ
る
い
は
誰
の
意
志
な
の
か
。
カ
ン
ト
は
形
而
上
学
（
存
在
論
）
の
主

/¥ 
七
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張
す
る
「
物
一
般
の
認
識
へ
の
要
求
」
（
〈
口
F
H
S
）
を
批
判
す
る
。
そ
れ
故
J
o－－
2
3の
内
に
カ
ン
ト
自
身
の
課
題
を
読
み
込
む
こ
と
は

で
き
な
い
。
確
か
に
J
。－－

g＝
は
「
批
判
的
疑
問
符
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
効
果
を
発
揮
す
る
場
を
弁
証
論
に
求
め
る
必
要
は
な
い
。
こ
の

「
批
判
的
疑
問
符
」
は
基
本
的
に
当
時
の
存
在
論
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

J
。－－

8
3は
「
当
時
の
存
在
論
（
形
市
上
学
）
の
意
志
、
要
求
」

と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
物
一
般
に
つ
い
て
ア
プ
リ
オ
リ
な
総
合
認
識
（
例
え
ば
因
果
の
原
則
）
を
体
系
的
な
理
説
に
お
い
て
与

え
る
と
傍
称
す
る
存
在
論
」
の
不
当
な
要
求
が
こ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
存
在
論
は
「
対
象
に
つ
い
て
の
我
々

の
認
識
様
式
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
可
能
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
存
在
論
の
認
識
様
式
に
批
判
的
に
関
わ
る
こ
と
が
、
カ
ン

ト
の
超
越
論
哲
学
の
課
題
で
あ
る
。
「
物
一
般
の
認
識
へ
の
要
求
」
と
し
て
の
存
在
論
は
拒
否
さ
れ
る
。
「
対
象
に
つ
い
て
の
我
々
の
認
識

様
式
に
一
般
に
関
わ
る
」
と
は
、
改
め
て
「
知
何
に
し
て
総
合
命
題
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
可
能
で
あ
る
か
」
（
回
忌
）
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
間
い
の
完
全
な
解
決
が
「
超
越
論
哲
学
」
の
課
題
で
あ
る
（

p
o－－嗣印）。
B
版
の
書
き
換
え
は
、

A
版
に
既
に
あ
っ
た
「
従
来
の
存

在
論
と
の
批
判
的
対
決
」
と
い
う
問
題
意
識
を
さ
ら
に
明
確
に
言
い
表
し
て
い
る
。

B
版
で
の
こ
の
書
き
換
え
は
、
内
容
を
変
え
る
書
き

直
し
で
な
く
、
明
確
化
の
た
め
の
書
き
加
え
な
の
で
あ
る
。

「
超
越
論
的
」
の
定
義
を
め
ぐ
る
我
々
の
解
釈
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
」
に
お
け
る
「
超
越
論
的
」
の
用
例
に
妥
当
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

す
で
に
い
く
つ
か
の
用
例
に
即
し
て
考
察
し
た
が
、
さ
ら
に
「
超
越
論
的
対
象
」
、
「
超
越
論
的
使
用
」
を
検
討
し
よ
う
。
そ
の
検
討
は
「
超

越
論
的
」
と
「
一
般
の
次
元
」
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
だ
ろ
う
。
超
越
論
哲
学
の
課
題
は
、
「
如
何
に
し
て
総
合
命
題
は
ア
プ
リ
オ
リ
に

可
能
で
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
間
い
に
対
す
る
解
決
は
、
「
す
べ
て
の
総
合
判
断
の
最
高
原
則
」
の
内
に
表

現
さ
れ
て
い
る
…
－
そ
こ
で
再
び
我
々
は
、

DAZ『
F
2
1
と
い
う
語
に
出
会
う
だ
ろ
う
。
「
一
般
」
に
定
位
し
た
『
純
粋
理
性
批
判
』
へ
の
接

近
の
試
み
は
、
「
超
越
論
的
対
象
と
超
越
論
的
使
用
」
（
五
）
、
「
す
べ
て
の
総
合
命
題
の
最
高
原
則
」
（
六
）
に
導
か
れ
る
。



五
超
越
論
的
対
象
と
超
越
論
的
使
用

「
超
越
論
的
」
と
い
う
術
語
の
導
入
は
、
存
在
論
と
の
緊
張
関
係
の
も
と
で
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
「
：
：
：
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
：
：
：
」

で
あ
る
か
ら
、
「
対
象
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
を
「
超
越
論
的
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
、
排
除
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
「
純

粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
超
越
論
的
」
と
い
う
術
語
の
用
例
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
「
対
象
一
般
（
超
越
論
的
意
味

と
言
わ
れ
、
「
そ
の
直
観
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
決
し
て
与
え
ら
れ
な
い
物
一
般
に
関
係
す
る
総
合
命
題
は
、

に
お
け
る
）
」
（
〉
N

芯

1
∞お日）
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超
越
論
的
で
あ
る
」
（
〉
吋
N

O

I

切
立
∞
）
と
語
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
は
「
対
象
一
般
」
の
成
立
す
る
次
元
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
む
し
ろ
「
超
越
論
的
」
と
い
う
語
は
、
そ
の
最
も
基
本
的
な
意
味
に
お
い
て
、
「
一
般
の
次
元
」
に
関
わ
る
認
識
を
言
い
表
し
て
い

る
。
そ
れ
故
に
「
対
象
一
般
（
超
越
論
的
意
味
に
お
け
る
こ
と
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
一
般
」
の
次
元
が
如
何
な
る
性
格
と
し
て
理
解

さ
れ
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
次
元
で
「
対
象
の
認
識
」
が
成
立
す
る
と
い
う
主
張
こ
そ
が
批
判
さ
れ
る
。

『
純
粋
理
性
批
判
』
で
の
「
超
越
論
的
」
の
意
味
を
め
ぐ
る
解
釈
に
お
い
て
、
恐
ら
く
「
超
越
論
的
対
象
（
客
観
）
」
と
「
超
越
論
的
使

用
」
が
最
も
多
く
議
論
の
テ
l
マ
を
な
し
て
き
た
。
そ
れ
故
「
超
越
論
的
」
の
定
義
に
つ
い
て
の
我
々
の
解
釈
を
吟
味
す
る
た
め
に
も
、

こ
の
二
つ
の
術
語
を
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
「
思
惟
は
与
え
ら
れ
た
直
観
を
対
象
に
関
係
づ
け
る
働
き
で
あ
る
。
こ
の
直
観
の
様
式
が
全
く

与
え
ら
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
対
象
は
単
に
超
越
論
的
で
あ
り
、
悟
性
概
念
は
超
越
論
的
使
用
以
外
の
如
何
な
る
使
用
も
持
た
な
い
、
つ

ま
り
多
様
な
も
の
一
般
の
思
惟
の
統
一
を
持
つ
。
」
（
〉
N
h
l
切
ω
O
串
）
こ
こ
で
「
対
象
が
超
越
論
的
で
あ
る
こ
と
（
超
越
論
的
対
象
）
」
と

「
超
越
論
的
使
用
」
が
と
も
に
語
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
「
直
観
の
様
式
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
次
元
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
次
元

は
「
多
様
な
も
の
一
般
」
の
次
元
、

つ
ま
り
「
一
般
の
次
元
」
で
あ
る
。
「
超
越
論
的
対
象
と
超
越
論
的
使
用
」
は
と
も
に
「
対
象
一
般
に

関
わ
る
」
次
元
に
属
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ず
「
超
越
論
的
対
象
」
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
「
こ
の
現
象
は
物
自
体
そ
の
も
の
で
な
く
、

そ
れ
自
身
単
に
表
象
で
あ
り
、

そ
れ
は

｝＼ 
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さ
ら
に
そ
の
対
象
を
持
つ
。
そ
の
対
象
は
そ
れ
故
我
々
に
よ
っ
て
も
は
や
直
観
さ
れ
ず
、
従
っ
て
非
経
験
的
な
、
つ
ま
り
超
越
論
的
な
対

象
l
X
と
名
づ
げ
ら
れ
う
る
。
」
（
〉
昌
也
）
「
直
観
さ
れ
な
い
、
非
経
験
的
な
対
象
」
で
あ
る
の
は
、
我
々
の
直
観
が
捨
象
さ
れ
、
純
粋
思
惟

の
み
が
は
た
ら
く
「
一
般
の
次
元
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
X
と
さ
れ
る
の
は
、
直
観
を
捨
象
し
た
次
元
で
あ
る
が
故
に
、
何
で
あ
る

か
の
認
識
が
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
超
越
論
的
対
象
、
つ
ま
り
或
る
も
の
一
般
の
全
く
無
規
定
な
思
想
」
（
〉
自
己
と
言

わ
れ
る
。
超
越
論
的
対
象
（
客
観
）
は
、
「
対
象
一
般
と
い
う
概
念
の
も
と
で
の
、
現
象
の
表
象
」
（
〉
N
U
H
）
、
「
超
越
論
的
客
観
（
或
る
も

の
一
般
の
概
念
）
」
（
〉
自
己
で
あ
る
。
純
粋
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
悟
性
の
み
に
由
来
し
、
我
々
の
直
観
の
様
式
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
「
超
越
論
的
対
象
」
は
「
対
象
一
般
」
の
次
元
に
属
す
る
。
こ
の
こ
と
は
B
版
で
書
き
換
え
ら
れ
た
箇
所
に

お
い
て
「
超
越
論
的
対
象
」
が
も
は
や
語
ら
れ
ず
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
「
直
観
一
般
の
対
象
」
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

「
こ
の
或
る
も
の
は
そ
の
限
り
超
越
論
的
客
観
に
す
ぎ
な
い
」
（
〉

N
g）
の
「
或
る
も
の
」
に
、
カ
ン
ト
自
身
が
「
直
観
一
般
の
対
象
と
し

て
」
と
書
き
加
え
て
い
る
。
「
直
観
一
般
」
の
次
元
は
、
我
々
の
直
観
の
様
式
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
聞
か
れ
る
「
対
象
一
般
の
次

元
」
を
言
い
表
し
て
い
る
。

B
版
は
A
版
よ
り
「
一
般
」
の
次
元
が
よ
り
自
覚
的
に
画
定
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
「
超
越
論
的
使
用
」
の
検
討
に
移
ろ
う
。

ω
「
何
ら
か
の
原
則
に
お
け
る
概
念
の
超
越
論
的
使
用
は
、
そ
れ
が
物
一
般
か
つ
自
体
そ
の
も
の
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

し
か
し
経
験
的
使
用
は
、
そ
れ
が
単
に
現
象
、
つ
ま
り
可
能
な
経
験
の
対
象
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
」
（
〉

Nω
∞
l
回

Ng）

ω「
す
べ
て
の
こ
の
能
力
は
、
経
験
的
使
用
の
他
に
、
形
式
の
み
に
関
わ
り
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
可
能
な
超
越
論
的
使
用
を
さ
ら
に
持
つ

て
い
る
。
」
（
〉
宏
）

ωの
超
越
論
的
使
用
は
批
判
的
に
語
ら
れ
る
が
、

ωの
場
合
は
そ
の
使
用
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
カ
ン
ト
の
術
語
使
用
の
混
乱

を
見
る
べ
き
な
の
か
。
術
語
の
混
乱
の
指
摘
は
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
カ
ン
ト
解
釈
（
？
）
の
常
套
手
段
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
自
ら
の

無
理
解
・
混
乱
（
特
に
「
超
越
論
的
」
を
め
ぐ
る
）
を
カ
ン
ト
自
身
に
投
影
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
ま
ず

ωが
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「
概
念
の
超
越
論
的
使
用
」
で
あ
り
、

ωが
「
能
力
の
超
越
論
的
使
用
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
「
超
越
論
的
」
と
い
う
術
語
が
も
と
も
と
「
対
象
一
般
の
次
元
」
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
よ
う
。
ま
ず
「
超
越
論
的

使
用
」
が
「
対
象
一
般
が
語
ら
れ
る
次
元
で
の
、
認
識
を
得
る
た
め
の
使
用
」
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
使
用
」
（
経

験
的
で
あ
れ
、
超
越
論
的
あ
る
い
は
超
越
的
で
あ
れ
）
は
、
認
識
を
得
る
た
め
の
使
用
を
つ
ね
に
意
味
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
「
一
般
の

次
元
」
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
次
元
の
性
格
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ωに
お
い
て
「
一
般
」
と
と
も
に
「
自
体
そ
の
も
の
」
が

付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
「
物
一
般
か
つ
自
体
そ
の
も
の
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
た
（
ニ
）
。
批
判

さ
れ
る
べ
き
超
越
論
的
使
用
は
、
「
対
象
を
一
般
に
考
察
す
る
こ
と
が
対
象
を
そ
れ
自
体
と
し
て
認
識
す
る
」
と
主
張
す
る
。
「
純
粋
悟
性

概
念
が
、
物
一
般
の
可
能
性
の
条
件
と
し
て
、
対
象
自
体
そ
の
も
の
に
（
我
々
の
感
性
に
の
み
限
ら
れ
る
の
で
な
く
）
拡
張
さ
れ
る
」
（
〉
H
S

l
切
口
∞
）
こ
と
を
、
カ
ン
ト
は
批
判
す
る
。
つ
ま
り
従
来
の
存
在
論
に
お
け
る
「
物
一
般
の
認
識
へ
の
要
求
」
が
否
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
「
対
象
一
般
の
次
元
」
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
誤
用
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
一
般
」
の
次
元
そ
の
も
の
は
、
『
純
粋
理

性
批
判
』
が
基
本
的
に
そ
こ
で
動
い
て
い
る
地
平
で
あ
る
。

ωが
「
概
念
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
の
超
越
論
的
使
用
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

ωが
「
能
力
の
超
越
論
的
使
用
」
で
あ
る
こ
と
に
戻
ろ
う
。

ωに
お
い
て
、
能
力
（
感
官
、
構
想
力
、
統
覚
）
は
「
経
験
一
般
の
可
能
性
と
経
験
一
般
の
対
象
が
そ
れ
に
基
づ
く
三
つ
の
主
観
的
な
認

識
源
泉
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
能
力
の
「
経
験
的
使
用
さ
え
も
可
能
に
す
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
要
素
、
あ
る
い
は
基
礎
」
で
あ
る

（
〉
ロ
切
）
。
「
能
力
の
超
越
論
的
使
用
」
は
「
経
験
一
般
の
可
能
性
」
の
次
元
で
働
く
こ
と
と
し
て
、
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
次
元

で
語
ら
れ
る
の
が
、
「
経
験
一
般
の
対
象
」
、
つ
ま
り
「
超
越
論
的
対
象
」
で
あ
る
。
「
能
力
の
超
越
論
的
使
用
」
が
そ
れ
の
み
で
、
つ
ま
り

純
粋
悟
性
概
念
の
み
で
「
対
象
、
客
観
の
認
識
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
超
越
論
的

使
用
」
で
あ
り
、
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
一
般
の
次
元
」
は
我
々
の
直
観
の
特
殊
な
様
式
が
捨
象
さ
れ
る
次
元
、
そ
れ
故
「
す
べ
て
の

感
性
的
な
（
つ
ま
り
有
限
な
）
理
性
的
存
在
者
に
妥
当
す
る
次
元
」
で
あ
る
。
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「
純
粋
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
感
性
の
形
式
的
条
件
な
し
に
、
単
に
超
越
論
的
意
義
を
持
つ
が
、
し
か
し
超
越
論
的
使
用
に
関
し
な
い
。
」
（
〉
N

お

1
回
ω。
切
）
「
超
越
論
的
意
義
」
と
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
「
対
象
一
般
に
つ
い
て
の
概
念
」
と
し
て
、
「
経
験
一
般
の
可
能
性
の
条
件
」
で
あ

る
こ
と
、
つ
ま
り
「
一
般
の
次
元
」
（
感
性
の
形
式
的
条
件
な
し
の
次
元
）
を
認
め
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
超
越
論
的
使
用
を
否
定
す

る
の
は
、
対
象
一
般
の
次
元
で
「
対
象
の
認
識
」
が
成
立
す
る
と
い
う
存
在
論
の
主
張
を
批
判
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
超
越
論
的
意
義
」
と

「
超
越
論
的
使
用
」
に
お
け
る
「
超
越
論
的
」
と
い
う
語
は
、
「
対
象
に
一
般
に
関
わ
る
」
と
い
う
同
一
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

「
超
越
論
的
」
と
い
う
語
が
も
と
も
と
「
対
象
一
般
の
次
元
」
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
「
超
越
論
的
｜
超
越
的
」
の
区
別
が
明
ら
か
と
な

る
。
「
超
越
論
的
使
用
」
と
「
超
越
的
使
用
」
と
の
異
同
、
混
同
が
、
解
釈
上
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
そ
れ
に

つ
い
て
触
れ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

「
可
能
な
経
験
の
限
界
を
飛
び
越
す
と
さ
れ
る
原
則
を
我
々
は
超
越
的
原
則
と
名
づ
け
よ
う
。
し
か
し
私
が
そ
の
も
と
で
理
解
す
る

の
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
超
越
論
的
使
用
あ
る
い
は
誤
用
で
は
な
い
。
：
：
：
そ
れ
故
超
越
論
的
と
超
越
的
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
我
々

が
以
前
に
述
べ
た
純
粋
悟
性
の
原
則
は
、
単
に
経
験
的
使
用
に
関
わ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
超
越
論
的
使
用
、
つ
ま
り
経
験
の
限
界
を

越
え
拡
げ
る
使
用
に
関
わ
る
べ
き
で
な
い
。
し
か
し
こ
の
制
限
を
取
り
去
る
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
踏
み
越
え
る
こ
と
を
命
じ

る
原
則
は
超
越
的
で
あ
る
。
」
（
〉
S
G
I
回
自
民
・
）

こ
こ
で
「
超
越
論
的
l
超
越
的
」
の
区
別
が
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
超
越
論
的
使
用
が
「
経
験
の
限
界
を
越
え
拡
げ
る
使
用
」
で
あ

れ
ば
、
超
越
的
（
可
能
な
経
験
の
限
界
を
飛
び
越
え
る
）
と
何
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
「
超
越
論
的
」
が
「
対
象
に
一
般
に
関
わ
る
」
こ
と

を
こ
こ
で
も
想
起
し
よ
う
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
超
越
論
的
使
用
は
「
対
象
一
般
に
つ
い
て
の
概
念
」
の
誤
用
で
あ
る
。
対
象
一
般
は
「
感
性

的
経
験
の
対
象
」
で
は
な
い
が
故
に
、
「
対
象
一
般
の
認
識
」
を
主
張
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
超
越
論
的
使
用
は
、
「
経
験
の
限
界
を
越
え
拡

げ
る
使
用
」
で
あ
る
が
、
経
験
の
限
界
を
越
え
る
と
し
て
も
、
存
在
論
（
一
般
形
而
上
学
）
の
次
元
の
内
を
動
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
「
超
越
的
」
が
語
ら
れ
る
の
は
、
理
念
（
純
粋
理
性
概
念
）
に
関
し
て
、
つ
ま
り
理
性
の
次
元
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
純
粋
理
性
概
念



の
客
観
的
使
用
は
つ
ね
に
超
越
的
で
あ
る
。
」
（
〉
ωN吋
1
∞
ω∞ω）
「
超
越
的
使
用
」
は
弁
証
論
に
お
い
て
、

（
心
、
世
界
、
神
）
に
関
し
て
語
ら
れ
る
。
特
殊
形
而
上
学
の
主
題
は
も
と
も
と
「
可
能
な
経
験
の
限
界
を
超
え
て
い
る
も
の
」
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
る
守
色
・
〉
臼
2
・1
回
忌
同
）
。
純
粋
理
性
概
念
（
理
念
）
は
「
経
験
の
可
能
性
を
越
え
出
る
概
念
」
（
〉
ω
N
0
1
∞
ωコ）

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
純
粋
理
性
概
念
の
超
越
的
使
用
は
、
単
な
る
「
誤
っ
た
使
用
」
で
な
く
、
「
経
験
の
可
能
性
を
越
え
出
る
概
念
」
を
意

識
的
・
積
極
的
に
使
用
し
、
経
験
の
制
限
を
踏
み
越
え
る
こ
と
を
命
じ
る
の
で
あ
る
。
使
用
に
関
す
る
「
超
越
論
的
l
超
越
的
」
の
意
味

の
相
違
は
、
形
而
上
学
に
即
し
て
一
応
次
の
よ
う
に
表
現
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
超
越
論
的
使
用
」
は
存
在
論
（
一
般
形
市
上
学
）
（
悟
性
の

次
元
）
の
問
題
圏
に
属
す
る
。
「
超
越
的
使
用
」
は
そ
の
主
要
領
域
を
「
特
殊
形
市
上
学
」
（
理
性
の
次
元
）
の
内
に
持
つ
（
〈
包
・
〉
色
。

l

回
g
p
〉∞

E
t∞
∞
宅
）
。

つ
ま
り
特
殊
形
而
上
学
の
主
題

・品．，、

す
べ
て
の
総
合
判
断
の
最
高
原
則

『
純
粋
理
性
批
判
』
は
「
す
べ
て
の
総
合
判
断
の
最
高
原
則
」
を
次
の
よ
う
に
定
式
化
し
て
い
る
。

「
経
験
一
般
の
可
能
性
の
条
件
は
、
同
時
に
経
験
の
対
象
の
可
能
性
の
条
件
で
あ
る
。
」
（
〉
5
∞
1
∞
岩
戸
〈
包
・
〉
H
H
H

）

一
見
す
る
と
、
こ
の
定
式
は
同
語
反
復
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
主
語
に
あ
る
「
経
験
」
に
「
一
般
」
と
い
う
語
が
付
い

存在論と超越論哲学

て
い
る
が
、
述
部
に
あ
る
「
経
験
」
に
は
付
い
て
い
な
い
。
こ
の
些
細
と
見
え
る
相
違
を
見
過
ご
さ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
我
々
の

解
釈
に
よ
れ
ば
、
「
一
般
」
と
は
「
我
々
の
直
観
の
様
式
を
捨
象
し
た
次
元
、
純
粋
悟
性
の
次
元
」
で
あ
り
、
「
経
験
一
般
」
は
そ
の
次
元

で
考
察
さ
れ
た
経
験
を
意
味
す
る
。
「
一
般
」
が
付
か
な
い
「
経
験
」
は
、
直
観
の
特
殊
な
様
式
を
備
え
た
我
々
自
身
の
経
験
を
言
い
表
し

て
い
る
。
最
高
原
則
が
意
味
す
る
の
は
、
「
純
粋
悟
性
の
み
に
由
来
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
「
経
験
一
般
の
可
能
性
の
条
件
」
と
し
て
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
、
対
象
一
般
に
関
わ
る
概
念
）
が
、
同
時
に
我
々
の
経
験
の
対
象
の
可
能
性
の
条
件
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
対
象
一
般
に
関
わ
る
概
念
は
、
我
々
の
経
験
の
対
象
の
可
能
性
の
条
件
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。九



九
四

こ
の
テ
ー
ゼ
に
正
確
に
対
応
す
る
テ
ー
ゼ
が
、

A
版
の
演
揮
論
に
見
出
さ
れ
る
。
「
可
能
な
経
験
一
般
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
条
件
は
、
同
時

に
経
験
の
対
象
の
可
能
性
の
条
件
で
あ
る
。
」
（
〉
口
己
こ
こ
に
お
い
て
も
、
「
経
験
一
般
」
と
「
経
験
」
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
A
版
の
テ
l
ゼ
が
意
味
す
る
の
は
、
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
可
能
な
経
験
に
お
け
る
思
惟
の
条
件
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
（
〉
戸
H

）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
可
能
な
経
験
一
般
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
条
件
」
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
同
時
に
「
可
能
な
経
験
（
「
一

般

」

が

付

い

て

い

な

い

「

我

々

の

経

験

」

）

に

お

け

る

思

惟

の

条

件

」

な

の

で

あ

る

。

、

「
経
験
一
般
」
の
我
々
の
解
釈
を
確
認
す
る
た
め
に
、
直
観
形
式
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
規
定
の
相
違
に
着
目
し
よ
う
。
両
者
は
「
そ
の
も

と
で
の
み
対
象
の
認
識
が
可
能
で
あ
る
二
つ
の
条
件
」
（
k
r
s
l
∞
ロ
ω
）
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
、
確
か
に
両
者
に
違
い
は
な

い
。
し
か
し
一
方
で
、
直
観
形
式
で
あ
る
空
間
と
時
間
が
「
す
べ
て
の
（
外
的
、
内
的
）
経
験
の
必
然
的
な
条
件
」
（
〉
包

l
∞
H
N
N
）
と

言
わ
れ
る
の
に
対
し
、
他
方
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
経
験
一
般
の
形
式
的
で
客
観
的
な
条
件
」
（
〉
N
N
ω
1
回
目
H
）
で
あ
る
。
カ
ン
卜
は
つ
ね

に
こ
の
相
違
を
意
識
し
、
注
意
深
く
「
経
験
一
般
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
（

a－
－
〉
H
N
F
〉
N
2
1
切
N
ロ
・
〉
g
u
l
固ま
ω
）
。
『
純

粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
「
経
験
一
般
の
形
式
」
が
語
ら
れ
る
場
合
、
つ
ね
に
概
念
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
決
し
て
「
直
観
の
形
式
」
、
「
形
式
と
し
て
の
空
間
、
時
間
」
が
意
味
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
唱

「
空
間
と
時
間
」
は
我
々
の
直
観
の
様
式
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
経
験
の
可
能
性
の
条
件
で
あ
る
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
純
粋
悟

性
概
念
と
し
て
、
純
粋
悟
性
の
み
に
由
来
し
、
我
々
の
直
観
の
様
式
を
捨
象
し
た
対
象
一
般
の
次
元
に
属
す
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
超
越
論
的
使
用
が
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
超
越
論
的
演
鐸
が
重
要
な
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
超
越
論
的
演

鐸
の
原
理
は
、
「
ア
プ
リ
オ
リ
な
す
べ
て
の
概
念
は
経
験
の
可
能
性
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
条
件
と
し
て
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
〉
E
I

∞
足
。
）
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
こ
で
「
経
験
一
般
」
で
な
く
、
「
経
験
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
経
験
一
般
の
可
能
性
の
条
件
」
で
あ
る
カ

テ
ゴ
リ
ー
（
ア
プ
リ
オ
リ
な
す
べ
て
の
概
念
）
を
「
我
々
の
経
験
の
可
能
性
の
条
件
」
と
し
て
証
明
す
る
こ
と
が
演
揮
論
の
課
題
だ
か
ら

で
あ
る
。



七
意
識
一
般

「
一
般
」
に
定
位
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
「
存
在
論
」
（
三
）
、
「
超
越
論
哲
学
」
（
回
）
、
「
超
越
論
的
対
象
と
超
越
論
的
使
用
」

（
五
）
、
「
す
べ
て
の
総
合
命
題
の
最
高
原
則
」
（
六
）
の
解
釈
に
導
か
れ
た
。
最
後
に
『
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
』
以
降
に
登
場
す
る
「
意
識
一
般
」

に
つ
い
て
簡
単
に
論
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「
意
識
一
般
」
を
特
別
視
す
る
誤
解
が
多
く
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
意
識
一
般
」
の
五
つ

の
用
例
は
高
坂
が
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
五
つ
の
用
例
は
す
べ
て
純
粋
悟
性
が
働
く
「
一
般
の
次
元
」
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『
純
粋
理
性
批
判
』
は
、

B
版
の
演
鐸
論
の
頂
点
に
お
い
て
「
意
識
一
般
」
を
語
る
。
「
与
え
ら
れ
た
表
象
（
そ
れ
が
直
観
で
あ
れ
、
概
念

で
あ
れ
）
の
多
様
な
も
の
が
そ
れ
に
よ
っ
て
統
覚
一
般
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
る
悟
性
の
働
き
は
、
判
断
の
論
理
的
機
能
で
あ
る
。
（
四
節
）

そ
れ
故
す
べ
て
の
多
様
な
も
の
は
、
一
つ
の
経
験
的
直
観
に
与
え
ら
れ
て
い
る
限
り
、
判
断
す
る
論
理
的
機
能
の
一
つ
に
関
し
て
規
定
さ

れ
る
。
つ
ま
り
そ
の
機
能
に
よ
っ
て
意
識
一
般
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
し
か
し
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
与
え
ら
れ
た
直
観
の
多
様
な
も

の
が
こ
の
機
能
に
関
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
限
り
、
ま
さ
に
判
断
す
る
こ
の
機
能
に
他
な
ら
な
い
。
（
日
節
）
そ
れ
故
与
え
ら
れ
た
直
観
に

お
け
る
多
様
な
も
の
も
ま
た
、
必
然
的
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
と
に
立
つ
。
」
（
切
広
ω）
こ
こ
で
「
意
識
一
般
」
が
特
別
な
概
念
と
し
て
導
入

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
ま
ず
注
意
し
よ
う
。
「

x
一
般
」
と
い
う
形
が
何
を
意
味
す
る
か
を
理
解
し
て
い
れ
ば
当
然
理
解
さ
れ

存在論と超越論哲学

う
る
概
念
と
し
て
、
「
意
識
一
般
」
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
判
断
す
る
論
理
的
機
能
」
は
悟
性
の
み
に
由
来
す
る
。
判
断
の
機
能

は
感
性
か
ら
独
立
で
あ
り
、
我
々
の
直
観
の
様
式
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
考
察
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
判
断
の
機
能

は
「
一
般
の
次
元
」
に
属
す
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
判
断
の
機
能
と
し
て
導
入
さ
れ
た
が
故
に
、
「
対
象
一
般
に
つ
い
て
の
概
念
」
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
判
断
の
機
能
は
、
人
聞
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
有
限
な
理
性
的
存
在
者
に
属
す
る
。
そ
れ
故
「
一
般
の
次
元
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
有

限
な
理
性
的
存
在
者
に
妥
当
す
る
次
元
で
あ
る
。
「
意
識
一
般
」
は
こ
の
次
元
で
の
意
識
を
意
味
す
る
。

こ
の
意
味
で
の
「
一
般
の
次
元
」
を
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

B
版
に
お
け
る
演
鐸
論
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

B
版
の
演
揮
論
で

九
五



九
／、

重
要
な
役
割
を
演
ず
る
「
直
観
一
般
」
は
、
「
一
般
の
次
元
」
に
属
し
、
あ
ら
ゆ
る
有
限
な
理
性
的
存
在
者
の
直
観
に
妥
当
す
る
次
元
を
言

い
表
し
て
い
る
。
「
統
覚
一
般
」
も
同
様
で
あ
る
。

B
版
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
客
観
的
演
揮
論
」
は
こ
の
一
般
の
次
元
で
の
演
縛
論
で
あ

る
。
「
超
越
論
的
演
鐸
論
に
お
い
て
、
直
観
一
般
の
対
象
に
つ
い
て
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
認
識
と
し
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
可
能
性
が
叙
述
さ
れ

た
。
」
（
回
H

印。）

「
X
一
般
」
が
語
ら
れ
る
次
元
は
、
我
々
の
直
観
の
特
殊
な
様
式
が
捨
象
さ
れ
た
次
元
、
言
い
換
え
れ
ば
、
す
べ
て
の
感
性
的
な
（
有
限

な
）
理
性
的
存
在
者
に
妥
当
す
る
次
元
で
あ
る
。
こ
の
「
一
般
の
次
元
」
を
「
経
験
（
我
々
の
経
験
）
の
可
能
性
の
条
件
」
と
し
て
捉
え

直
す
こ
と
｜
｜
こ
れ
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
超
越
論
的
」
の
固
有
な
意
味
で
あ
る
。

「
一
般
」
と
い
う
些
細
に
見
え
る
語
に
定
位
す
る
我
々
の
解
釈
は
、
「
い
わ
ば
遮
眼
草
を
付
け
て
、
写
本
の
或
る
箇
所
の
判
読
」
に
似
た

作
業
に
よ
っ
て
、
「
一
般
」
と
い
う
語
だ
け
に
目
を
向
け
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
試
み
は
、
カ
ン
ト
当
時
の
存
在
論
、
そ
れ
を
通
し
て
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
存
在
論
へ
、

そ
し
て
「
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
存
在
論
と
超
越
論
哲
学
」
、
「
す
べ
て
の
総
合
判
断
の
最
高
原
則
」
へ

と
自
と
導
か
れ
た
。
「
遮
眼
革
を
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
者
」
は
同
時
に
「
そ
の
遮
眼
革
を
外
す
こ
と
の
で
き
る
者
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

そ
れ
は
、
遮
眼
革
を
付
け
た
探
求
そ
の
も
の
が
、
そ
れ
を
取
り
外
す
こ
と
へ
と
導
く
限
り
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
噌

註

（

1
）
本
稿
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
演
習
か
ら
生
ま
れ
た
。
「
す
べ
て
の
対
象
一
般
を
現
象
体
と
可
想
体
に
区
別
す
る
根
拠
に
つ
い
て
」
の
章
を
読
ん
で
い
る

と
き
、
「
物
一
般
」
と
「
対
象
一
般
」
の
異
問
、
さ
ら
に
「
物
一
般
」
と
「
物
自
体
」
の
関
係
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
演
習
に
参
加
し
て
い
る
福
岡
女

子
大
学
の
望
月
俊
孝
氏
が
紹
介
し
た
高
坂
正
顕
の
論
文
「
物
一
般
と
意
識
一
般
」
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
本
稿
が
成
立
し
た
。
二
週
間
で
ま
と
め
、
一
九

九
三
年
六
月
一
一
日
に
演
習
で
発
表
し
た
原
稿
が
、
本
稿
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
演
習
で
「
物
一
般
、
対
象
一
般
、
物
自
体
」
に
つ
い
て
独
自
の
解
釈

を
提
示
し
て
く
れ
た
望
月
俊
孝
氏
と
浅
田
淳
一
氏
、
そ
し
て
演
習
の
参
加
者
に
こ
こ
で
感
謝
し
た
い
。
な
お
本
稿
の
成
立
過
程
で
、
望
月
、
浅
田
両
氏
、
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な
ら
び
に
久
呉
高
之
氏
に
貴
重
な
御
批
判
、
有
益
な
御
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
草
稿
の
段
階
よ
り
本
稿
が
い
く
ら
か
で
も
よ
く
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
三
氏
の
お
か
げ
で
あ
る
。

本
稿
の
引
用
に
お
け
る
「
傍
点
に
よ
る
強
調
」
は
、
原
則
と
し
て
、
筆
者
に
由
来
す
る
。

（2
）
〈
包
・

24〈
O見古島内同一
NZ
関
白
ロ
仲
間
間
巾

8
5
5色丹市ロ
ω
n
z
a
p
s－－（の・呂田『江口）・
ω・由宏・

（3
）
「
物
一
般
」
、
「
対
象
一
般
」
、
「
客
観
一
般
」
、
「
直
観
一
般
」
、
「
経
験
一
般
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
〈
包
・
必
包
窓
口
仏

2
2
穴
g
g穴
岳
山

r
a
a
s
z
g

〈
巾
司
ロ
ロ
口
町
、
（
の
・
富
田
岡
片
山
口
）
・

ω・
3
・
ω－H
8

・
ω－N
8

・
ω・
5
・
ω－H
O
N
－

（4
）
玄
白
何
者
各
巾
『
＼
の
巾
由
回
目
自
己
芯
〉
ロ
向
田
伯
仲

N巾
N
2
4
5
g
g
R宮内
g
r沙門巾
J
ω

．m
g
．

（5
）
『
純
粋
理
性
批
判
」
に
お
げ
る
「
一
般
」
の
用
例
に
関
し
て
、
高
坂
論
文
が
参
考
に
な
っ
た
。
本
稿
は
高
坂
の
こ
の
論
文
と
そ
の
出
発
点
を
共
有
し
て
い

る
。
（
た
だ
し
「
意
識
一
般
」
を
「
超
越
的
演
鐸
論
の
最
高
峰
に
位
す
る
」
と
い
う
彼
の
そ
も
そ
も
の
出
発
点
を
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
七
参
照
）
。
）

「
と
こ
ろ
が
一
般
と
い
ふ
言
葉
を
注
意
し
て
調
べ
て
行
く
う
ち
に
、
度
々
物
一
般
と
い
ふ
概
念
に
出
会
う
。
そ
れ
の
み
か
、
ヵ
ン
ト
と
言
へ
ば
必
ら
ず
連

想
さ
れ
る
物
自
体
の
概
念
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
が
こ
の
論
文
の
出
発
点
を
な
す
の
で
あ
る
。
」
（
『
カ
ン
ト
解
釈
の
問
題
』
三

頁
）
さ
ら
に
演
縛
論
に
お
け
る
「
直
観
一
般
」
の
位
置
づ
け
に
も
賛
成
で
あ
る
。
「
範
鴫
の
演
縛
論
の
第
二
版
の
構
造
は
、
ま
づ
直
観
一
般
に
つ
い
て
範
鴫

の
超
越
的
演
鰐
を
行
ひ
、
次
に
我
々
の
直
観
に
つ
い
て
そ
れ
を
具
体
化
す
る
と
い
う
手
続
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
を
見
出
し
得
た
の
で
あ
る
。
」
（
同
書
四
頁
、

さ
ら
に
高
坂
『
カ
ン
ト
』
一
一
二
三
｜
一
三
四
頁
参
照
）
し
か
し
彼
の
次
の
憶
測
に
は
決
し
て
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
私
は
何
と
な
く
直
観
一
般
を
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

8
5
5
8
5
Sロ
ロ
町
と
関
係
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。
」
（
同
書
五
頁
、
一

O
八
頁
参
照
）
高
坂
の
解
釈
の
内
に
多
く
の
同

意
で
き
な
い
点
、
例
え
ば
「
一
般
」
を
「
原
型
」
と
解
す
る
（
同
書
一
一
一
頁
）
こ
と
が
あ
る
。
「
一
般
者
の
自
己
限
定
と
し
て
の
経
験
（
自
覚
）
の
成
立
」

と
い
う
西
国
哲
学
的
な
枠
組
み
が
、
高
坂
の
カ
ン
ト
解
釈
を
支
配
し
て
い
る
。

さ
ら
に
久
保
元
彦
『
カ
ン
ト
研
究
』
（
特
に
「
超
越
論
的
批
判
と
形
而
上
学
」
「
超
越
論
的
論
理
学
と
真
理
の
論
理
学
」
）
、
そ
し
て
久
呉
高
之
の
論
文
「
カ

ン
ト
の
吋

5
5
N
g
gロ
g
－七

E
0
8
u
E句
｜
｜
根
本
術
語
可
自
由
N
g
eロ
g
－
に
即
し
て
｜
｜
」
（
上
）
（
下
）
（
『
哲
学
誌
』
泊
、

m
東
京
都
立
大
学
哲
学

会
）
は
、
カ
ン
卜
の
用
例
ば
か
り
で
な
く
、
カ
ン
ト
当
時
の
用
例
に
関
し
て
も
、
演
習
の
草
稿
か
ら
本
稿
を
仕
上
げ
る
過
程
に
お
い
て
、
助
け
と
な
っ
た
。

（6
）
高
坂
正
顕
『
カ
ン
ト
解
釈
の
問
題
』
四
頁
。

（7
）
の

R
E円
仲
間
品
開
巾
円
＼
喝
｝
岡
山
】
o
m。
℃
宮
町
内
ロ
ロ
色
冨
O
門
田
ご
ロ
色
旬
開
自
己
印
n
v
g
同
ユ
巴
ぺ
Jω
－
Nω
・

（8
）
♀
江
田
広
告
巧
o－R
4
E
Z
8匂
F
E
E
S同
包
括
。

E
O
E
m
s－J
2・

（9
）
〈
m－－
z
c
v
m見
出
町
田
row
－
－
関
白
呉
国
当
叩
肉
N
E
『
吋
吋
白
ロ
印
刷
自
己

g
z－同V
E
－－
o凹
O
匂｝回一巾
J
ω
・
2
・

（
日
）
哲
学
用
語
と
し
て
の
ラ
テ
ン
語
が
当
時
如
何
な
る
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
「
羅
独
｜
独
緯
学
術
語
集
辞
典
』
（
哲
学
書
房
）
参
照
。

九
七
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（口）
（鴎）

ロ
・
〉
・
冨
g
a
o
p
同V
E－－匂－
NNO・
B
－
富
由
ユ
g
・
5
目色・・

ω－
Hm0・

〈
包
・
。
〉
N
申＼
ω
0
・品目・の
KF8・
忌
－
の
〉
8
・

a－お－

W

舎
を
「
考
察
の
観
点
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
さ

R

F
に
関
わ
る
。
『
存
在
と
時
間
』
に
お
い
て
、

4
『
O
B
Z
P
Z
は
さ
v
q

vの
守
に
対
応
す
る
（
拙
著
『
意
味
・
真
理
・
場
所
』
二

O
ニ
｜
一
一
一
一
頁
参
照
）
。
さ
ら
に
者
R
E
P－
ロ
は
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
と
の
関
わ
り
の

内
で
捉
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
拙
論
「
「
存
在
と
時
間
』
か
ら
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
へ
」
（
『
哲
学
年
報
』
一
九
九
二
）
参
照
）
。

（四）

Q
－〉－

g
g包
O
P
R
F
6
5
2
島
町
宮

ω
a
g
n
m
司一宮】
O曲。目
MEG5ω
ロ匂
a
g
m
a－8
可
申
曲
〉
江
田
仲
O
F
冨
m
g匂一毎回
SEm－開－

H3
（
冨
住
吉
岡
町
師
向
日
開

同MEZ曲
O匂
在
冊
。
5
2
5
0片岡間見
M
帥富岡吋－

UFgyMM－
Hgl叶
・
こ
こ
か
ら
、
「
物
が
物
で
あ
る
限
り
で
の
物
」
が
、
品
ー
か
山
町
園
、
船
守
の
文
字
ど
お
り
の
翻
訳

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

（

m山
）

田

市

5

8ロ同
M
E－－
2
0
2宮
宮
田
当
0
2
2
E
n
v
J
ω
・由

MM－

（
幻
）
『
純
粋
理
性
批
判
』
か
ら
の
引
用
は
、
第
一
版
（
A
版）

1
第
二
版
（
B
版
）
の
頁
を
示
す
。
そ
の
他
の
カ
ン
ト
か
ら
の
引
用
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン

ト
全
集
の
巻
数
と
頁
に
よ
る
。

（
幻
）
田
宮
n
g
B
は

σ
a
g
n
z
g
と
ド
イ
ツ
語
訳
さ
れ
る
。
例
え
ば
パ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
『
形
而
上
学
』
第
店
節
に
お
い
て
、
省

mngHR
吉
田
市
が
当
町
内
田
宮
一

ロ白色

4
R
a
n－M
V
2
3
n
Z
E
と
さ
れ
て
い
る
。

4M刷戸
R冨
mguvM『
a
g
J
m
H閉・

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
形
而
上
学
』
コ
で
の
「
存
在
者
で
あ
る
限
り
で
の
存
在
者
を
考
察
す
る
（
常
喜
色
或
る
学
が
あ
る
」
と
い
う
表
現
は
、

sz－o岡山同

と
い
う
術
語
を
最
初
に
導
入
し
た

Q
E
Z
G
に
お
い
て
、

E
明
白
骨
宮
曲
目
色
白
自
白
n日S
H
E－
a
z
g
n
oロ
同
冊
目
立
回
昨
日

g
凹
告
白
骨
g
g
g
m
叩
師
同
＝
と
さ
れ
た

（
註
ロ
参
照
）
。
カ
ン
ト
は

noロ
仲
間
自
立
国
昨
日
。
を
回

2
5
n
z
g
m
と
訳
し
て
い
る
（
〈
戸
包
叶
）
。
『
羅
独
｜
独
羅
学
術
語
集
辞
典
』
七
七
頁
参
照
。

（
お
）
窓
口

σ
R
a
g
開ロ
E
m
n
w
g
m－
g
n
v
a
R
同－
Z
5
5
寄
E
w
a
R
s
s
g
〈巾
E
E
P
E
R
V
包
括
帥
－
z
s
g号
各
E
n
F
岡市
B
R
E
d喝巾
E
g
g－－
3

吉
田
・

ω－
H
S）・国
v
a
g宮
市
型
冊
目
の
用
例
に
つ
い
て
は
、

a
F
a
ω
R
E
E
Z
B
阿
国
ロ
宮
間
号
待
仏

R
B－p
g
〈叩
5
5弓
い
・
閉
・

（
鈍
）
〈
包
・
、
口
巴
吉
田
口
ロ
虫

E
R＼
関

S
Z
回
目
明
日
仏
冊
ユ
話
回
師

Nm白色
g
s－g
開
司
宮
ロ
ロ
E
z－－（烈
gH1ω
宮
内
回
目
叩
ロ
ミ
（

H喧∞品））・
ω－
HN・
ω－
HN同
・
〉
ロ
ヨ
・

8
・

（
お
）
の
冊
『
O
E
P
E面
白
＼
氏
S
Z
E
＆

g
p
s
z
s
a耳
目
指
m
g
伯仲
nvJω
・
8
・

（お）

E

国
内
ユ
巴
向
島
R
S
E
g
〈
冊
目
ロ
ロ
町
、

9
z－0
8唱
広
明

n宮
市
回
B
E
O件岳）・
ω－
M∞由・〉ロ
S
・
M－

（
幻
）
高
坂
『
カ
ン
ト
解
釈
の
問
題
』
八
四
｜
八
五
頁
参
照
。

純
粋
思
惟
こ
そ
が
実
在
を
捉
え
う
る
と
い
う
思
想
を
単
に
夢
と
の
み
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
「
自
然
は
数
学
的
に

考
え
う
る
最
も
単
純
な
も
の
の
実
現
で
あ
る
」
と
考
え
、
「
純
粋
思
惟
に
と
っ
て
現
実
的
な
も
の
の
把
握
が
可
能
で
あ
る
」
こ
と
を
或
る
意
味
で
真
理
で
あ

る
と
見
な
し
て
い
る
。
（
a
富市山口
d
『巾
Euロ向、・
ω・
ロ
2
・）

九
九



一O
O

（お）
（

mm）
 

同，・司山口色町『・同－
M
E－－
ω－H
品・

MMn〈同
阿
国
．

N－
Yω
．
由

NN．

「
対
象
一
般
に
つ
い
て
の
概
念
」
と
し
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
「
存
在
者
の
よ
り
一
般
的
述
語
の
学
」
（
パ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
）
に
お
け
る
「
存
在
者
の
よ
り

一
般
的
述
語
」
に
対
応
す
る
。

4間
－
－
宮
口
司
唱

Fmd『町田富ロ叩
p
．Ho
m目r
z
p
a
g伯仲師事司回出向
σ冊目回向田ロペ
Jω
・
8
・〉ロ
B
－
M申・

（
初
）
』
・

2
・J
門

a
s
p
a－
国
げ
角
田
口
拘
由
同
琶
町
宮
市

8
2ロ
】
同
神
宮
市
沼
忌
0
8喜
一
目
、
（
V
Bぬ・
4
8
a
R
R
g
a
m師晶】－
R
E
P
回
g
a
H〈）・
ω・
ロ

L
吋－

M吋・

8
・

「
変
化
一
般
の
因
果
性
が
超
越
論
哲
学
の
限
界
の
外
に
あ
る
」
（
4
包
・
〉
H
2
1
回
出
ω）
と
カ
ン
ト
が
考
え
る
と
き
、
そ
れ
は
テ
l
テ
ン
ス
の
「
超
越
的

哲
学
」
が
「
変
化
」
を
扱
う
こ
と
へ
の
批
判
な
の
で
あ
る
。

（
但
）
吋

2
8回
L
e
s－－
ω・
5
・

4m－－
n
E帥
E
F
－－何回件当
E
H岡
弘
常
国
O
任
者
宮
内
出
闘
冊
ロ
〈
冊
E
S
P－
d
『
乱
昼
冊
目
H
8
3・
2
・
虫
nV－2
－目
V
E－－
ω－
F

（
明
曲
）
出
宮
曲
目
内
m
L
σ
E・・
ω・
8
・
〉
呂
田
・
自
・

テ
l
テ
ン
ス
は
根
本
学
（
l
存
在
論
、
超
越
的
哲
学
）
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
根
本
学
は
普
遍
的
な
原
則
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
従
っ

て
我
々
は
、
す
べ
て
の
物
一
般
に
つ
い
て
、
現
実
的
な
存
在
の
す
べ
て
の
類
に
つ
い
て
、
精
神
と
物
体
に
つ
い
て
、
非
物
質
的
な
も
の
と
物
質
的
な
も
の

に
つ
い
て
、
無
限
な
も
の
と
有
限
な
も
の
に
つ
い
て
、
判
断
し
、
推
論
す
る
。
」
（
叶
m
g
S
9
5
5・・
ω－
S
）
こ
の
規
定
は
ク
ラ
ウ
ペ
ル
ク
に
由
来
す
る
（
註

ロ
参
照
）
。
テ
l
テ
ン
ス
の
「
超
越
的
哲
学
」
（
超
越
的
概
念
）
の
「
超
越
的
」
は
、
「
物
を
一
般
に
考
察
す
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の

「
超
越
的
」
を
「
超
越
論
的
」
と
雪
国
い
変
え
た
。
カ
ン
ト
の
「
超
越
論
的
」
は
、
「
一
般
に
考
察
す
る
」
と
い
う
基
本
的
な
意
味
を
保
持
し
て
い
る
。

テ
l
テ
ン
ス
の
「
超
越
的
概
念
」
は
「
物
あ
る
い
は
客
観
自
身
一
般
に
つ
い
て
の
我
々
の
表
象
」
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
と
っ
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
超
越

論
的
概
念
」
（
〉
怠
H
I
回
S
S
と
し
て
、
「
物
一
般
の
表
象
」
（
〉
N
品
目
）
で
あ
る
。

（お）

E
C
Z『
冊
目
ロ
叩
閉
口
広
叩
nrzpm－口同
n
v
a
R
包

rwp同
居
間
『
E
w
a
R
S
E
g
〈叩『ロロロ
p
a
z『一円四岡市山口市陣
F
R冊
冊
ロ
号
岳
己
目
n
v
m叩
B
R
Z
4
5『一色
mロ回
O
E
－－

（〈同
HH・
ω・
H唱。）・

（
川
品
）
田
宮
曲

Z
・同

V
E－－
ω－M
∞
同
・
久
保
元
彦
同
書
二
三
五
｜
七
頁
参
照
。

同
様
の
読
み
の
問
題
は
、
へ

l
ゲ
ル
の
「
実
体
｜
主
体
」
の
規
定
（
巳
n
z
i
g
E
m
g
s
s
g沼
町
叫
）
に
も
見
出
さ
れ
る
。
拙
論
「
実
体
と
主
体
」
（
『
哲

学
年
報
』
一
九
八
二
参
照
。

（
お
）
回
目
E
E
L
g
p－
ω－
MP
久
保
元
彦
問
書
二
三
五
頁
。

（
お
）
〈
闘
】
・
虫
邑
R
L
V箆・・
ω－
NF
〉ロ
S
・
g
・

（
幻
）
〈
伺
戸
阿
〈
同
HFω
－
HOHR－
Mnun〈同
HFN－
rω
・由
NN・
4m町戸。
E
a
S
L
E
a－－閉口・申
HN・



存在論と超越論哲学

（
お
）
一
七
七
二
年
二
月
二
一
目
、
ヘ
ル
ツ
宛
の
手
紙
。

（mm
）
〈
包
－

E
S
E－
E関
白
ロ
同
国
国
同
質
問
問
同
色
町
印
叶
，
E
ロ
潟
市
ロ
仏
S
E
E
S色
島
市
型
。
v
Z自
民
持
抱
一
口
角
田
町
間
吋
以
内
師
同
巾
師
円
窓
口
FZ3
（関白ロマ

ω
z
a
g
E

（
］
戸
埠
吋

ω））咽

ω・
晶

0
・

（
川
叫
）
久
保
元
彦
「
超
越
論
的
批
判
と
形
而
上
学
」
、
久
呉
高
之
「
カ
ン
ト
の
斗

B
E
N巾
E
g
g－
－
思
正

0
8吾
ぽ
｜
根
本
術
語
可
自
由
N
g円
山
町
三
巴
に
即
し
て
｜
」

（上）

（
位
）
〈
包
・
田
町
宮

N田市町自国
02F＼
斗
『
吉
田
N
S仏
g
g
F
u
z
z
r
z
r
J伺
g
g円吋巾ロ・
ω・
口
・
〉
ロ
B
・
E
－
国
吉
田
宮
＼
氏
自
g
d『巾同
NZ司、吋司凶器
N巾
E
g
g－－

℃｝戸口。凹
O
同】印回目巾

Jω
．
臼
由
．

（
州
出
）
出
色
自
由

0
2
F
S
E－－
ω・口・

（
必
）
「
超
越
論
的
宇
宙
論
」
と
い
う
表
現
は
、
「
一
般
の
次
元
に
お
防
る
考
察
」
で
あ
る
。
ヴ
オ
ル
フ
は
「
一
般
的
あ
る
い
は
超
越
論
的
宇
宙
論
（
uago－omu

m
g
m
g宏
司
巳
門
司
釦
ロ
回
n
g
a
g
g－U」
を
「
世
界
一
般
自
己
ロ
《
吉
田
吉
岡
市
白
叩
円
巾
の
学
」
と
し
て
い
る
（
ベ
ヨ
ロ

o
g
Z
E
円国民

O
E－－
m
a諸問、。同－
s
p
w
a
－－

m
吋
∞
）
。
「
一
般
的
」
と
「
超
越
論
的
」
は
同
義
で
あ
り
、
超
越
論
的
宇
宙
論
は
「
世
界
一
般
」
の
学
で
あ
る
。
「
超
越
論
的
」
と
い
う
語
は
、
「
一
般
の
次
元
」

を
指
す
言
葉
で
あ
る
。

4
R
d
o
g
s－om目白
m
m
S
E－－曲
J
2・

（H
H
）
開
ユ
門
町
〉
色
町

nrmpaa関白ロ同ロロ色色何回由一
U
Z
m
同ロ曲目
nF3・
ω・
5ω
・〉ロ
S
・M
－

（
必
）
「
超
越
論
的
使
用
」
と
い
う
語
は
、
純
粋
悟
性
概
念
だ
け
で
な
く
、
純
粋
理
性
概
念
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
て
い
る
（
〉
印
5
1
回
定
ω）
。
「
超
越
論
的
」
の

基
本
的
意
味
は
、
「
一
般
に
考
察
す
る
こ
と
」
、
つ
ま
り
「
我
々
の
直
観
の
様
式
を
捨
象
し
て
、
純
粋
思
惟
の
次
元
で
考
察
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
広
い
意

味
で
の
純
粋
思
惟
の
次
元
は
、
超
越
論
的
論
理
学
の
次
元
で
あ
り
、
悟
性
（
分
析
論
）
と
理
性
（
弁
証
論
）
を
含
む
。
そ
れ
故
超
越
論
的
使
用
と
は
、
純

粋
思
惟
（
倍
性
・
理
性
）
の
み
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
純
粋
（
悟
性
・
理
性
）
概
念
に
よ
っ
て
（
l
超
越
論
的
）
、
対
象
を
認
識
す
る
こ
と
（
1
使
用
）
を
意

味
す
る
。
し
か
し
純
粋
理
性
概
念
は
「
経
験
の
可
能
性
を
越
え
出
る
概
念
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
超
越
論
的
使
用
は
経
験
の
限
界
を
踏
み
越
え
る
こ
と
を

命
じ
る
。
こ
の
意
味
で
そ
の
使
用
は
単
な
る
「
誤
っ
た
使
用
」
で
な
く
、
「
経
験
の
可
能
性
を
越
え
出
る
概
念
」
の
意
識
的
・
積
極
的
な
使
用
、
つ
ま
り
「
超

越
的
使
用
」
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
純
粋
理
性
概
念
の
客
観
的
使
用
は
つ
ね
に
超
越
的
で
あ
る
」
。

「
一
般
の
次
元
（
純
粋
思
惟
の
次
元
）
で
対
象
認
識
が
可
能
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
「
超
越
論
的
使
用
」
（
「
対
象
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
と
し
て
の
「
超

越
論
的
」
）
に
対
し
て
、
そ
れ
に
批
判
的
に
関
わ
る
認
識
（
「
対
象
に
つ
い
て
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
我
々
の
概
念
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
）
が
、
カ
ン
ト
固
有

の
意
味
で
「
超
越
論
的
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
が
「
超
越
論
的
論
理
学
（
分
析
論
・
弁
証
論
）
」
で
あ
る
。
「
超
越
論
的
」
と
い
う
語
の
最
初
の
導
入
に
お

け
る

E
E
n
z
g唱
ov－－－－
8
ロ仏巾

5
3の
解
釈
を
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
だ
ろ
う
（
四
参
照
）
。
こ
の
解
釈
に
即
し
て
初
め
て
次
の
よ
う
な
用
例
も
理
解
で
き
る

だ
ろ
う
。
「
超
越
論
的
仮
象
は
、
超
越
論
的
批
判
に
よ
っ
て
そ
れ
を
す
で
に
暴
露
し
、
そ
の
無
効
を
判
明
に
洞
察
し
た
と
し
て
も
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
消
え

。



。

去
ら
な
い
。
」
（
〉
包
吋

HI
回
8
8
超
越
論
的
仮
象
は
「
対
象
に
一
般
に
関
わ
る
認
識
」
と
し
て
の
「
超
越
論
的
」
で
あ
り
、
超
越
論
的
批
判
は
そ
の
仮
象

に
批
判
的
に
関
わ
る
と
い
う
カ
ン
ト
固
有
の
意
味
で
語
ら
れ
て
い
る
。

と
も
か
く
、
「
一
般
」
に
定
位
し
た
「
超
越
論
的
」
の
解
明
は
、
存
在
論
（
一
般
形
而
上
学
）
を
越
え
て
、
全
体
と
し
て
の
形
而
上
学
と
い
う
問
題
に
突

き
当
た
る
。

（
必
）
〉
H
N
印岨〉
N
N
0
1

回
N
ミ
・
〉
M
M
H
1

回
以
∞
・
〉
N
N
N
H
H

切
N

S
－K
戸
日
同
町

l
切
N
叶

ω・〉
N
怠
1

回
ω
o
ω
・
こ
れ
は
久
保
元
彦
『
カ
ン
ト
研
究
』
六

O
頁
設
二
で
挙

げ
て
い
る
「
経
験
一
般
の
形
式
」
の
用
例
箇
所
で
あ
る
が
（
さ
ら
に
回
ミ
ゲ
切
N
芯
・
回
∞
8
、
高
坂
『
カ
ン
ト
解
釈
の
問
題
』
一
一
四
｜
一
一
七
夏
参

照
）
、
そ
こ
に
「
形
式
と
し
て
の
空
間
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
経
験
一
般
の
形
式
」
は
「
対
象
一
般
の
次
元
」
に
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、
空
間
・

時
間
と
い
う
我
々
の
直
観
の
形
式
は
決
し
て
「
経
験
一
般
の
形
式
」
で
は
な
い
。

（
灯
）
高
坂
正
顕
『
カ
ン
ト
解
釈
の
問
題
』
一
六
一
頁
l
一
六
五
頁
。
意
識
一
般
が
「
周
知
の
や
う
に
超
越
的
演
縛
論
の
最
高
峰
に
位
す
る
」
（
同
書
三
頁
）
と

す
る
の
は
、
単
な
る
先
入
見
に
す
ぎ
な
い
。

（
必
）
「
超
越
論
的
」
の
意
味
の
問
題
（
四
）
、
「
す
べ
て
の
総
合
判
断
の
最
高
原
則
」
の
解
明
（
穴
）
は
、
「
一
般
」
を
め
ぐ
る
判
読
作
業
を
通
し
て
一
挙
に
切

り
拓
か
れ
た
地
平
で
の
、
全
く
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
副
産
物
（
遮
眼
革
を
取
り
外
す
こ
と
）
に
す
ぎ
な
い
。

本
稿
は
「
存
在
論
」
（
一
般
形
而
上
学
）
だ
け
を
見
る
と
い
う
遮
眼
革
を
つ
け
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
遮
眼
革
を
取
り
外
し
、
全
体
と
し
て
の
形
而
上
学

に
定
位
し
て
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
考
察
す
る
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
本
稿
の
探
求
そ
の
も
の
が
こ
の
課
題
を
我
々
に
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註
必
参
照
。

（
ω）
本
稿
は
「
す
べ
て
の
対
象
一
般
を
現
象
体
と
可
想
体
に
区
別
す
る
根
拠
に
つ
い
て
」
の
章
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
。
最
後
に
こ
の
章
に
立
ち
帰
ろ
う
。

「
対
象
一
般
」
と
は
「
一
般
に
考
察
さ
れ
た
対
象
」
、
つ
ま
り
「
直
観
の
あ
り
方
を
捨
象
し
て
考
察
さ
れ
た
対
象
」
で
あ
る
。
「
対
象
一
般
（
超
越
論
的
意

味
に
お
け
る
て
そ
れ
が
感
性
的
直
観
の
対
象
か
、
知
的
直
観
の
対
象
で
あ
る
か
、
を
さ
ら
に
規
定
す
る
こ
と
な
し
に
」
（
〉
N

芯

1
ω
a
g。
こ
の
意
味
で

の
「
対
象
一
般
」
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
「
直
観
の
あ
り
方
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
現
象
体
は
「
感
性
的
直
観
」
の
対
象
で
あ

る
。
可
想
体
は
、
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
。
「
消
極
的
な
意
味
で
の
可
想
体
」
は
、
我
々
の
直
観
の
様
式
を
捨
象
し
た
（
そ
れ
故
「
我
々
の
感
性
的
直
観
の
客

観
で
な
い
」
）
「
直
観
一
般
」
の
次
元
（
あ
ら
ゆ
る
感
性
的
な
理
性
的
存
在
者
に
妥
当
す
る
次
元
）
で
語
ら
れ
う
る
対
象
で
あ
る
。
「
積
極
的
な
意
味
で
の
可

想
体
」
は
「
知
的
直
観
（
神
の
直
観
こ
の
対
象
で
あ
る
。
「
物
に
対
す
る
我
々
の
直
観
様
式
を
捨
象
し
て
、
我
々
の
感
性
的
直
観
の
客
観
で
な
い
限
り
で

の
物
で
あ
る
と
、
我
々
が
可
想
体
を
理
解
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
消
極
的
な
意
味
で
の
可
想
体
で
あ
る
。
し
か
し
可
想
体
を
非
感
性
的
な
直
観
の
客
観

で
あ
る
と
我
々
が
理
解
す
る
と
す
れ
ば
、
我
々
は
特
殊
な
直
観
様
式
、
つ
ま
り
知
的
直
観
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
知
的
直
観
は
我
々
の
直
観

で
な
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
我
々
は
そ
の
可
能
性
を
も
洞
察
で
き
な
い
。
そ
れ
は
積
極
的
な
意
味
で
の
可
想
体
で
あ
ろ
う
。
」
（
思
ミ
）


